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未来を担う子どもたちに希望

毎㈲澗社白帆州

山本　泰久

　11月６目、毎日新聞社雅業団とＡＭＤＡとの連携で

建設計画が連んでいた｢子ども病院｣の起.L式が聞か

れたぃこの起工式や､ネパールの人たちの暮らしぶり

などを取材するため、ネパールに８日間滞在した。

AMDA副代表の山本秀樹先生らに同行しながら、カ

トマンズ、ダマック、コパシ、ブトワールなど各地を

見て歩いて感じたことは、ネパールの人々の心の優

しさ、暖かさ、そして、その生活の貧しさ、悲惨さ

だった。そんなネパー

ルの人たちにとって　………

「子ども病院」の建設　。

は、未来を損う子ども　二

たちを守る施設となる。

ＯＤＡ（政府開発援助）

とは違う、一人ひとり

の善意でできる施設で

ある。そして､私たち日

本人にとっても、「こん

なことができるんだ」

ということを教えてく

れる施設となるに違い

ない。

[喜びの起工式]

た。

　「病院ができる」ことが、ネパールの人たちにとっ

てどれだけ嬉しいことか、大半の日本人にとっては

想像は難しいだろう。ネパールのＳ歳未満児の死亡

率は目本の約20倍。小児専門病院は一つしかなく、

病院に行くのに　帽かけて歩かなければならないこ

とも多い。そして、出産後のは親の生存率の悪さ。現

在の日本では考えられない状況の中で、ネパールの

人たちは暮らしている。

釈迦のけ親は釈迦を産

んだ後、すぐに死んだ

と言われているが、釈

迦の時代からネパール

は変わっていないと言

えるだろう。

　ダマック心内のブー

タン難民キャンプでは

<………「食べ物がなく、配給日

あいさつする筆者

　起工式は、想像していた以上に大規模なものだっ

た。集まったブトワール｢|｣内の人たちは約２千人。

チャーターされたネパール軍機を降り、車で約30分。

住設予定地に到着し、車から降りると、多くの人、

人、人 。菅波茂代表ら約20人の一行に子ど

・

≒……　の３～４目前はおかゆ　ー
］］

だけの食事になる。

●

　　ブータンに帰りたい｡」

と話す女性（28）に会った。レンガの家が多いネパー

ルで、このキャンプにある家は竹で作った粗末なも

のばかりだ｡配給を待つ人たちの長い列｡そして難民

は毎年増え続けている。

　悲惨な状況をあげればきりがないネパール。それ

だけに今回の子ども病院建設は大きな希望にもなる

のだ。一国の未来を担う命を救う施設が新たにでき

るのだから。

　起に式に駆けつけたネパール側のVIPたちの言葉

は、いずれも喜びと希望に溢れていた。「もうこれで

治療のために遠くへ行かなくてもいい且ブッダ同様

に、この病院が多くの人たちを救えると思う」「大き

もたちが花眼を渡し、「ナマステにんにちは」」と于

を合わせる｡笑顔からこぼれた白い歯が､テント張り

の会場に集まった多くの人に広がっていくようだっ

４　ｊﾉMZ)y4,/｡u,7,�j997.72



子ども病院をまっている　ト

子どもたち

な特定の団体が出したのではなく。

目本のｰ人ひとりが出してくれた犬

切なお金で建てられることを忘れて

はいけない甘病院ができれば多くの

人の働き目も増える。病院を中心に

　　　町も発展する」「子どもを育てていくように、私たち
ー

　　　もこの大切な病院を育てていこう」ブトワール巾長、

　　　副直長、地元商工会議所の会頭、厚生大臣・‥。多

　　　くの人が嬉しさをかみしめた。

　　　　さらに病院着工までには多くの人々の苦労と協力

　　　があった。病院の設計を無償で引き受けてくれた世

　　　界的建築家･安藤忠雄さんは「少しでもお役にたてた

　　　ことを光栄に思っております。日本とアジア諸国と

　　　の関係は、直接的な対話を通してボランティア活動

　　　を実践されてこられたＡＭＤＡの先生の方々のよう

　　　に、われわれも今後白分たちの仕事を通じて目に見

　　　えた対話をもって交流を深めていければ脂いです」

　　　というメッセージを起工式に寄せてくれた。私たち

･　が提唱してきた「目に見える援助」が少しずつ広がっ

　　　ていることを実感できる言葉でもあり、取材してい

　　　た私白身も勇気付けられるメッセージだった。

子ども病院建設予定地

[一人の医師]

　私は起I:式の前々目、国際電話で故篠原明さんの

母・浪枝さん（60）、兄・裕之さん（37）と話をした。

篠原さんは子ども病院建設の基本計画を作成し、自

身もネパール・ダマック巾のＡＭＤＡ病院で３ヵ月

間、ブータン難民の治療に従事。しかし、96年､11月

に31歳の若さでリンパ腫で亡くなった。その１年後

に起工式は実施されたづ良枝さんは「感無量です。本

当に夢のようです｡明は末っ子で､いつまでも子ども

だとばかり思っていたから、生前に聞かされていた

病院のことも本当にできるのかしらと思っていたの

に､それが実現するなんて｡明はまだ生きているよう

な気がします］と話してくれた｡歯科医をしている裕

之

さんは「弟から医師の原点を教えられた気がします。

医師として焼きもちすら焼いてしまう」と話し､浪枝

さん同様､電話口で声を震わせた｡病院にはさまざま

な人の夢も込められている。

[これからの重責]

　しかし今回のネパール行では厳しい言葉も聞いた。

ＪＩＣＡ、ＪＭＡからネパールに派遣されている医

師･神馬征姉さんは私に「病院だけでは救済に限界が

ある」と話した。医療は命を救うが、それ以上のもの

は生み出しにくいと言うのだ。「医療は消費です。本

当にその国を豊かにするためには、それだけでは足

　　　　　　　　　　　　　　ＡＭＤＡＪ(剔印�押97.j2　5
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りない］と。そして病院完成後､病院を運営していく

ために越えなければならないハードルを指摘した。

①途上国にありかちな政変などで政権交代しても病

　院の運営に影響が出ないようにする。

②赤十字など現地の他のＮＧＯを巻き込み、定着を

　図る。

③派遣された医師だけでなく、多くの他の医療従事

　者の環境を保全するためのマンパワーの確保。

①予算の確保と使い方をしっかり把握する。

など､途上国での運営の厳しさ、困難さをうかがわせ

る内容だ。

　実際、病院運営のためのハードルは日本国内でも

高く、通常の施設以上の義務が課せられている｡医療

廃棄物の処理、電気機器や施設そのもののメンテナ

ンスなど、素人の私が考えても途ﾄ国で病院を運営

することの大変さを簡単に想像できる。

　さらに、病院で救った命を大きく成長させていく

ための教育施設の充実など、多くの人々を救うため

には、まだまだ途方もない時間と手間が必要だ。

AMDAも途上国での教育鈴及のためさまざまな活動

を展開しているが、その活動の規模をもっと大きく、

息の長いものにしていかなければならない。

[未来に向かって]

　今回の起に式は多くの人たちの心の中に、新たな

希望と行動力を与えてくれるはずだ。寄付を寄せて

くれた多くの人が、おそらく驚いているのではない

か。「病院が本当に建つのか」と。しかし誰でもほん

の少しのやる気と善意があれば、多くの人の命を救

い､守り､育てていけるということが今回証明された

のである。

　一人ひとりの心の中で生まれた小さな明かりは、

病院建設後､さらに大きな明かりとなり、多くのハー

ドルも越えていけることだろう。

ＡＭＤＡ高校生会からのご協力のお願い

　AMDA高校生会は、AMDAのネパール了七も病院とそれ

に併設する養護学校の建設プロジェクトに参加することにし

ました。

　そのため今年８月にネパールヘ視察に行き､そこで身体に

障害を持つ子どもだちとふれあいました｡ネパールには養護

学校がほとんどなく、障害のある子どもたちが教育を受けら

れない状態にあり､できるだけ？い養護学校住設の必要を感

じました。

　現在､高校生会ではネパール鐘護学校建設のための募全活

動や、使用済テレフォンカード・潜き損じ葉書・未使用切手

収集を行っています。

　どうかご協力をお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　AMDA高校生会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　　万原　洋一

　　　AMDA高校生会連絡先

　　　〒701-12

　　　岡山市楢津310-1　AMDA事務局内

　　　TEL 086-284-7730

　　　FAX 086-284-8959

６　ﾒＵ初心/ar｡J /997./2

　　　　-４日|回闇雲

１９９７年（平成９年）１１月６日（木曜日）
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岡
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が
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。

　
グ
ル
ー
プ
は
、
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
高

校
生
会
」
と
し
て
１
９
９
５
年

９
月
に
結
成
。
高
校
生
約
弧
一
人

が
参
加
し
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い

ネ
パ
ー
ル
に
養
護
学
校
を

　
勁
叡
讐
高
校
生
が
呼
び
掛
け

ネパールでの養護学校建設を目指
し話し合うＡＭＤＡ高校生会メン

バーら一岡山市のＡＭＤＡ本部で

る
。
今
年
８
月
に
６
人
が
ネ
パ

ー
ル
を
訪
れ
、
養
護
学
校
や
ス

ト
リ
ー
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
の
現
状

を
見
て
回
っ
た
。
帰
国
後
、
養

護
学
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の
併
設
を
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。
建
設

に
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０
０
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か
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と
い
う
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子
ど
も
病
院
建
設
は
、
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
と
毎
日
新
聞
の
タ
イ
ア
ッ

プ
事
業
で
、
来
年
６
月
の
開
設

予
定
。
現
地
を
訪
問
し
た
同
会

代
表
の
県
立
岡
山
一
宮
高
校
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年
、
三
原
洋
一
君
（
1
6
）
は
「
生

活
は
貧
し
い
け
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ど
、
子
ど
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た
ち
は
明
る
か
っ
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僕
た
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も
何
か
役
に
立
ち
た
い
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と
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し
て
い
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問
い
合
わ
せ
は
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Ｍ
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本
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内
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司
会
（
０
８

６
・
２
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４
・
７
７
３
０
）
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【
石
川
隆
宣
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篠原明君のこと

～同窓生からの寄付金窓口を務めて～

飯岡　忠昭

　篠原君とは中学１年～高校３年まで同じ学校（金

蘭T･里中学校・高等学校）で、中学２・３年の時は

同じクラスでした。家も比較的近く、よく一緒に帰

路につきました。また２人とも音楽を聴いたり演奏

したりするのが好きだったため、時々お仔いの家に

楽器を持参してセッションをしたり、また学校のク

リスマス会では紙と笥で作った楽器を手に、テープ

に合わせてThe Beatles の曲を歌ったりしました。

Paul MCCartney&Wingsが初来日することになった中

学３年の冬には、“お兄ちやん・お姉ちやん”に混

じってＳ腐１万円座のチケットを２人で必死の思い

でＢ二入れ、大はしやぎの毎日を送ったこともあり

ました。残念ながらPaulの大麻不法所持により公演は

キャンセルとなり、２人で泣く泣く払い戻しに行く

はめになってしまいましたが。

　お互いひょうきんなタイプで、笑いの絶えない毎

日でしたが、今思えば彼は払より少し大人で、払の

わがままにも合わせてくれていたことが多々あった

ように思います。。。。

　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊

　９７年2月17日のことです。いつものようにドタバタ

と仕事をしていた私のデスクの電話がなりました。

中学・高校時代の恩師で現在は校長をされている辻

本先生からでした。普通なら先生との久しぶりの話

を楽しむところだったのですが、その内容はあまり

にも衝撃的かつ信じ難いもので、私はほとんど言葉

を失ったままでした。「あの篠原が死んだ？そんな

バカな。。。」とにかくその日の産経新聞を観なさ

いとのこと、勤務時間中ではありましたが、会社の

新聞を慌てて広げ、彼の記事を何度も読み返しまし

た。

　彼が已くなってからおよそ３ヵ月たったその日、

私は初めて彼の死を知ったのです。もちろん驚き、

ショックを受けました。　しかしそれだけではなく、

彼がどんなことを考え‥&し、実行していたのかを

知り、このことが私の頭の中や身体や心やあらゆる

ところに入り込んで、あちこちで音をたてて弾けて

８　ルWJ）/リoru//99乙/2

いるような。。。そんな気がしました。

　新聞を読んだ私は、自分も何かしなくてはと、篠

原基金の詳細を知るためその場ですぐＡＭＤＡに電話

を掛けました。そして何度かやりとりをさせていた

だく間に、金蘭ﾆF里の同窓生に寄付を呼びかけよう

という話になったのです。理系と文系に分かれた高

校3年以降、特に大学以降はほとんど彼と連絡を取り

合うことがなかった私が取りまとめ役を務めるのは

いささか気が引けましたが、少しでも協力できるの

ならとやらせていただくことにしました。

　さて、寄付を呼びかける手紙を作成する時のこと

です。払の手紙に、新聞記事のコピーやＡＭＤＡから

いただいた［国際医療協力］誌のコピーなど篠原君

の軌跡が分かるようなものを添付したため8頁にも

なってしまい、それを同窓生約150人分コピーして

ホッチキスで留める作業はさすがに外注せざるを得

ませんでした。もちろんそれなりの費用を覚悟の上

で、私の会社のビルに入っているコピーセンターに

発注したのですが、納品時の請求金額が見積額より

大幅に少ないのです。不思議に思って尋ねてみる

と、責任者の方が趣旨に賛同して下さり、少しでも

経費が少なくて済むように、と実費のみの請求にし

て下さったのでした。ほとんど面識もない方からの

ご厚意には心から感激しましたし、また廠密に旨え

ば寄付を寄せてドさったお一人ということにもなる

でしょう。この場をお借りして改めて感謝申し上げ

たいと思います。

　発送後、電話・手紙・電子メールなど様々な方法

で、私とはほとんど音信不通だった同窓生だちから

もメッセージが続々と返って来ました。彼の死を知

らなかったという人がほとんどで、そのメッージの

多くは「彼の死に衝撃を受け、また彼の志や業績に

感銘を受けた」という内容のものでしたが、中には

　「自分の志を貫くことができた強さが羨ましい」と

いうメッセージもあったりしました。いずれにせよ

彼の生き様が多くの同窓生の心に何かしらの影響を

与えたのは間違いないようです。また、せっかく連



　　絡を取り合ったのだから久しぶりに集まろうという

　　ような話も出ており、是非実現させて篠原君の思い

　　出話に花を咲かせたいと思います。

　　　３月の末をもって･応同窓生の寄付は締切りとさ

　　せていただいたのですが、この場をお借りして結果

　　の報告をさせていただきますと、59名（辻本先生も

　　含む）からの協力をいただき、寄付金総額1､936､500

　　円にもなりました。ご協力ありがとうございまし

　　た。

　　　寄付というものはお･人からの寄付金の大小を

　　云々するものではないと思うのですが、篠原君と縁

　　の深いＡＭＤＡネパール代表ポカレル氏に麻酔医療の

　　指導をし、子ども病院設立に向けても協力された間

奏嶋伸治君（まじま山科クリニック開業）から100万円

　　の寄付がありましたことを報告させていただきま

　　す。

　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊

　　　私の部署が社内の人権擁護推進事務局の役割を

　　担っていることもあって、部落差別問題をはじめと

　　する様々な差別について勉強する機会に恵まれまし

　　た。そして「無関心」こそが差別を放置し、助長す

　　る最大の敵だという認識を持つに至りました、

　　AMDAが取り組まれている国際医療活動についても

　　同じようなことが占えると思います。私白身はもち

ろん、私の周りの人たちにも是非関心を持ってもら

えるよう、今回のことをきっかけに微力ながら努力

していきたいと思います。

　ＡＭＤＡの皆様の今後ますますのご健勝とご活躍を

お祈り中し七げます。

　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊

　私はThe Beatlesを好きになったきっかけが小学校

６年のときに耳にしだＨＥＹ ＪＵＤＥ”たったことも

あってメンバーの中ではPau1 MCCartneyが好きだった

のですが、John Lennon の素晴らしさを教えてくれた

のが篠原君でした。特に“ＩＭＡＧＩＮＥ”を聴く時、篠

原君のことを思わずにはいられません。ひょっとし

たら中学生の頃から、篠原君はこの曲のメッセージ

を感じとっていたのかもしれません。

　lmagine the�s no heaven

　lt’seasy ifyou try

　No hell below us

　Above us only sky

　lmagine allthe people

　Livin’for today

　You may say l’m a dreamer

　But l’mnot the only one

　l hope someday you willjoin us

　And the world willbe as one

下記の篠原基金に関する記事は国際医療協力３月号に掲載したものです。篠原基金をより理解していただくために再度掲載します。

篠原基金 音波茂

　「篠原基金」は亡き篠原医師のネパールの

母子保健向上への熱い志を生かすために発

足しました。篠原医師のネパールヘの関わ

りは「国際医療協力」1997年１月号に副代

表の山本秀樹氏が詳し＜紹介しています。

この基金のきっかけは母堂が篠原医師の預

金を寄付されたことに始まります。これを

紹介した新聞記事をみた篠原医師の同窓生

の万々や親交のあった産経新聞記者による

キャンペーンをみた方々による暖かい浄財

が基本になっています。この基金はネパー

ルの保健医療ご貢献する人達を育成する奨

学金として使われます。なぜなら篠原医師

自ら発展途上国の母子保健医療に貢献する

ために熱帯医学などの海外研修を受けるこ

とを夢見て努力していました。 AMDAは現

在ネパール東部のダマック市にAMDA病院

と付属医療従事者養成学校を運営していま

す。篠原医師がネパールの人達に３ヵ月間

の医療を行った病院です。この付属医療従

半価養成学校には僻地からの生徒もたくさ

んいます。また∧学したくてもお金がな＜

で、夢が実現しない貧しい人達がたくさん

います。これらの人達にとって篠原基金は

夢をかなえ、ネパールの保健医療を推進す

ることになります。

　現在、毎日新聞が「AMDAネパール子ど

も病院」建設キャンペーンをしています。

　すでに多＜の浄財が集まり、世界的に有

名な建築家である安藤忠雄氏のボランティ

アによる設計もすすんでいます。 AMDAネ

パール代表ポカレル医師も３月末に留学を

終えネパールに帰国し、本格的な展開がせ

まってきています。篠原基金で医療従事者

になった人達が働＜病院でもあります。

　一方、篠原医師の話をＮＨＫのつゾオで

聴かれた静岡県在住の日氏からも多額の浄

財をいただきました。これは篠原基金とは

別に、「AMDAネパール子ども病院」の運

営資金として使わせていただきます。この

病院が建設されるブトワール市は首都カト

マンズから400Kmも離れており、患者さん

に経済的に豊かな人達は多＜いません。

病院の経堂が逼迫することは明確です。こ

の資金は多＜の皆さまからの暖かい御心に

よって出来上がった病院を、ネパールの女

性や子供たちのたに、いつまでも健全に運

営していくための大きな肋けとなるでしよ

ーつ。

　このように「ＡＭＤＡネパール子ども病

院」には市民の方々の善意が寄せられてい

ます。その基軸の一つに篠原医師のネパー

ルの医療に対する熱い想いを感じます。キ

リスト教の聖書こいつ「一粒の麦」を感じ

ます。一方、ﾌﾞトロール市から40Kmの所に

釈迦の生まれたルンビニーがあります。イム

教のいう「緑の世界」を感じます。

　いずれにしましても、以上のよつな刊難

い動きは「ＡＭＤＡネパールこども病院」

キャンペーンの毎日新聞、「篠原基金」

キャンペーンの産経新聞そしてＮＨＫの報

道なくしては語れません。厚＜御礼申し上

げます。

　会員の皆様方にも「AMDAネパール子ど

も病院」の建設と運営に暖かいご理解とご

支援を心からお願い申し上げます。
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ネパール国パラメディカルトレーニングプロジェクト

山本　秀樹

AMDAII本支部副代表・ネパール国ブロジェクﾄ委Ｕ長

学術鳶口会委tl長代行・岡山大学|父学部公衆衛生学

　ネパールにおけるAMDA Hospital(ブータン難民

救援事業)付設によるパラメディカル養成プロジェク

トが１９９６年に始まり本年で２年目にいたった。

ＡＭＤＡビジネスミーティングに先立ち11月4-5目に

現地視察および学生の生活実態調査を実施したので

ここにその現状を報告する。

＜はじめに＞

　AMDA Nepal はＡＭＤＡの支部の中で最も成功した

支部であり、その活動の内容も多様である。 ＡＭＤＡ

において看護学校・臨床検査技師学校ができるにい

たった、これまでの活動の概略を示す。

1.ネパール国におけるAMDAの活動年表

　1989年　ネパール人医学生来日（Dr.ポカレル、

　　　　　前AMDAネパール代表）

　1990年　ネパール支部設立

　1991年　郵政省ボランティア貯金助成事業として

　　　　　ビシュヌ村地域保健プロジェクト開始

　1992年　ブータン難民救援プロジェクト開始

　　　　　外務省ＮＧＯ事業補助金

　　　　　第２次医療センターとして15床で開始

　1993年　タンコットプロジェクト開始（眼科診療）

　　　　　サルライ地方の洪水救抜プロジェクト実施

　1994年ルワンダにネパール人の医師派遣

　　　　　ＯＤＡ有識者評価事業にＡＭＤＡ参加

　　　　　けパールのトリブバン大学、結核プロ

　　　　　　ジェクO

　1995年　ブータン難民救援医療センターについて

　　　　　UNHCRと事業委託契約

　　　　　病床を30床に拡張し、AMDA病院に名称

　　　　　を変更

　1996年　ボンベイからネパールに帰国した元売春

　　　　　婦のエイズ感染者への医療・カウンセリ

　　　　　ング事業開始
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　　　　サルライ地方の地域防災プロジェクト調査

　　　　AMDA病院を50床に拡張

　　　　ブトワール母子病院事業準備開始

1997年　看護学校・臨床検査技師学校の建物に

　　　　草の根無償資金協力助成

2.パラメディカルトレーニングプロジェクト

　従来、ネパール国ではパラメディカルの育成は田

立機関に眼られていたが、その規制が90年代になっ

て緩和された。 AMDAネパール支部では医学部入学

前にトリブバン大学のヘルスアシスタント養成コー

スで教官の経験があり、現在岡山大学留掌中のDr.

Nrima1 Rimal らが中心となってパラメディカルの鋤成

のためのトレーニングセンターが企画々l案を行った。

1995年に職業訓練を管轄するCTEVT(Center for

Educationand vocationa1Training：職業訓練協議会)

にＡＭＤＡ病院附属のパラメディカルの養成施設の申

請を行った。

　翌1996年にはCTVETの認可かおりＡＭＤＡ病院付

属の看護学校･臨床検査技師学校開設にいたり、定員　~-

40名の２年コース(18ヶ月)の補助看護・助産婦

(AuxillaryNurse and Midwife)、定員20名で１年コー

スの臨床検査技師(Lab assistant)養成コースの授業

が始まった。日本からは、AMDAラボプロジェクト

(伊藤恵子委員長)の早川典之氏らの臨床検査技師の

ボランティアによる臨床検査部門の支援で臨床検査

実習用の機器として、顕微鏡などの目本の中古の臨

床検査機器の寄贈や､技術指導を行った。また、日本

の看護学生らもスタディーツアーとして同校を訪問

して日本とネパールにおける交流も行われるように

なった。

　1997年には看護学校・臨床検査技師学校の建物に

駐ネパール日本大使館からの草の根無償資金協力助

成がおこなわれ、新校舎での授業開始となった。ま

た､９月からは同校３つめのプログラムである、ＣＭＡ



看護学校における授業風景　･･

(地域保健士袖、Community Medica1

Auxillary)のコースも開講となった。現

在、より高度な技能を身につけるHealth

Assistant（保健士），StaffNurse（正看護婦）のコー

スも設立準備中である。

FI｀　3.学生への奨学金事業の必要性について

　　　　本トレーニングセンターは、事業の継続性を高め

　　　るために学生の授業料を収入にあてており、日本か

　　　らの援助金には極力依存しない方針である。現行の

　　　コースの授業料(入学から卒業まで)は以下の通りで

　　　ある。 ANM-18ヶ月で19､450ルピー、LAB.12ヶ月で

　　　20､500ルピー､CMA.15ヶ月で17､950ルピー(1ネパー

　　　ルルピー=2.1円)。ネパールの１人当たりＧＮＰは200

　　　ドル(44､000円)程度であるからネパールの人にとっ

　　　ては相当な負担である。日本(１人当たりGNP35､000

　　　ドル)の看護学校が国立病院・日赤・済生会・医師会

　　　等の病院附属の場合は授業料が年間10万円程度で私

　　　立大学・看護人学でも年間50-100万円であることを

鼻　考えるとネパづレの学生にとってその負担が大きい

　　　ことがわかる。ネパールにおける他の私立の看護･臨

　　　床検査技師学校もこれと同等もしくはそれ以上の学

　　　費を設定しているのが現状でAMDAの授業料が決し

　　　て高額というわけではない｡かといって､継続的な公

　　　的助成金がない以上、AMDAにとって自主財源とし

　　　てこれだけの授業料を徴集することは学校運営↓こ不

　　　可欠である。

　　　　現在の学生は、ダマック周辺の中流階層以[この子

　　　弟が多いと考えられる(詳細は現在調査中)。義務教

　　　育制度が整っていないネパールでは、貧しい家庭の

　　　子供は入学に必要な資格の中等教育はおろか、小学

　　　校さえ卒業できないことが多いのである｡幸いに､東

　　　ネパール地区ではAMDA病院の評判は高く、在学中

　　　にAMDA病院で質の高い実習ができるということで

　　　学校開設２年目の新設校にも関わらず多くの学生の

応募がある。

　各種奨学金が整備されると山間部からの学生や、

恵まれない家庭の学生、孤児の学生も受け入れるこ

とが可能になると考えられる。 ＵＮＨＣＲとの合意で

ブータン難民の子供を受け入れることも制度上可能

になっているが、奨学金の問題もあり今年度は受け

入れにいたっていない。ネパールに小学校を作る日

本のボランティア団体やネパールの学校と姉妹校縁

組みをしている日本の学校も数多くある。学校を終

えた後の進路はどの学校にとっても大事な問題であ

る。地域医療の中核となるパラメディカルスタッフ

はネパール全土で求められている。 ＡＭＤＡは他の団

体との協力によって奨学金制度を確立して、ＡＭＤＡ

附属学校の卒業生を真に必要とする地域・階層に優

れたパラメディカルスタッフとして送ることを行っ

ていきたい。

　今回の小生の訪間中に奨学金制度に関する会議を

持ち、ＡＭＤＡネパール支部も各種奨学金制度の設々l

について検討して合意に到った｡次年度から､奨学金

の準備ができ次第にブータン難民、孤児などの恵ま

れない階層の子弟から授業料免除に相当する奨学

金を供与する予定である。あとは､これらの子供たち

をサポートする「足長おじさん」を捜すだけである。

現在、AMDA神奈川県支部が奨学金制度の有力なサ

ポーターとして準備中である｡関心のある方･団体の

御協力を広くお願いしたい。

＜参考文献＞

1)山本秀樹、ネパールプロジェクト報告、国際IX療協力1996年8

　J】乃、40-42

2)山本秀樹、平成６年度経済協力評価報告書、外務省経済協力同

　編集､1996年-ネパールトリブバン大　学医学部一同付属病院に

　おけるJICA(国|原協力嘔業団)の保健医療協力の評価
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　AMDAのカンボジアでの活動は、1992年、タイからの難民支援のため、首都プノンペンから約70午□離れた

プノムスロイ郡の郡病院で医療活動支援を行ったことから始まった｡また､この郡においてはコミュニティーワー

カーとの共同で、貧困層の子どもたちへの基礎教育を目的とするデイケアセンターを設置した。

　1994年からは、プノンペン市内のシアヌーク病院で精神科病棟の再建支援プロジェクト、1996年からは地域

全体の医療向上のため､AMDAカンボジアによる診療所建設のプロジェクトを開始した。この診療所は199ｧ年了

月よりAMDAカンボジアクリニックとして開院した。

　いずれのプロジェクトも日本支部を中/しとして派遣された医師や看護婦､調整員とカンボジア支部のメンバー

が共同で行ってきたが､1997年度より全プロジェクトは企画からオペレーションの段階までAMDAカンボジアの

メンバづこ任せられ、現地化されるに至った。

　現在AMDAカンボジアでの主な活動は以下のとおりです。

　且AMDAカンボジアクリニック運営

　２．デイケアセンター支援

　３．７ノムスロイ郡病院への支援（医療協力、スタッフのトし一二ング）

　４．シアヌーク病院精神科病棟支援（精神科薬剤提供、スタッフのトレーニング）

デイケアセンター報告

　　1997年９月23日

　活動

今月のセンターの活動として２つの主な活動を報告いたします。

事務管理担当　ＣＨＥＡ ＳＡＯＲＡ

　　　　　　　翻訳　荻野　千明

　い修繕

　ＡＭＤＡカナダ支部のＤｒ．Ｗｉｍａｍよりカナダ基金からの助成を認められ、ＡＭＤＡカンボジアはデイケアセン

ターのプロジェクトアシスタントとしてMr.Khoul Saroeun と、このセンターの修繕担当者としてMr.Samboを

任命した。これによりセンターではフェンスの強化、ブランコ、すべり台そして建物の修繕を行った。

　さらにセンター内の敷地改良を行い、現在ではセンター内でバナナ、ヤシの木、マンゴー、その他雨季に育つ

木々を栽培することができるようになった。

　２）教育

　２人の看護婦は､教育資格に制限はあるものの､教育プログラムの日課の作成においてベストを尽くしてくれ

ている。特に給食に関しては砂糖入り豆乳とお菓子などを提供している。

　その他にもAMDAカンボジアスタッフは週１～２回センターを訪れ、技術的支援や、プロジェクトの全般に

わたる支援を行っている。

２．まとめ

　デイケアセンターの環境は大きく改善され、センター運営上の環境が整ったことを報告いたします。

　さらに来月からは､今まで資金不足のため着手できなかった車道からセンターまでの道を舗装することを計画

しております。

12　ルW/Mja。�/997.j2



●

－

俑謁

ﾔ＝聊

妬 , び

ざJ二

ＩＡＭＩ]Ａ

REPORT FOR DAY CARE CENTER OF SEPTEMBER '97

　　　　　　　　　　　23 September， 1997

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By Chea Saora

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Administrator

一
石

　　　1.ACTIVITIES

　　　　ln thismonth the day care center progressed remarkably， and we noted in two activities:

　　　　|)Repairing

　　　　Since we had a permission from Dr. XVi】liamGrut to use Canada fund，AMDA Cambodia has appointed Mr.

　　　KhouISaroeun， project assistant for day care center and Mr. Sambo,official driver to repairing thiscenter. They

●　are
both has cooperated for improving day care center ground by re-constructed fence，repairing swing， slipper

　　　wooden and building.After we had heen the firm fence now in the day care center we can growing Banana，

　　　Coconut tree，Mango，and others raining season trees on the space area.

　　　　2)Teaching

　　　　Although the two nurses has a limited qualification for pedagogy， and they are both always try her best for

　　　helping us to make a daily schedule in education program.

　　　　Under help from Mr. Saroeun，this program. For additionally，we have been providing some foods separate in

　　　two kinds: Soy bean Juice mixed with sugar and cake. 0therwise,AN4DA Cambodia staffhas always shared their

　　　time to visitthe center one or two day a week for providing technical assistant and overall of the project.

2.CONCLUSION

　　lnthis month l note that we have improved the situation of day care center greatly and perfect prepare of

management for work done. And in the next month we will connect a pave fiom main road to the day care center，

from past to present the pave has never been repaired according to lacking of fund.

ﾉ4M£M./,・。�j997./2　13



/＼ＩＧＯサミット報告

第4回おかやま国際貢献ＮＧＯサミットを終えて

国際貢献トピア岡山構想を推進する会

理事・サミット実行委員会則委員長

　　　　　　藤木　茂彦

　地球上には災害や紛争や貧困などを理由として人道的な支援を必要

としている地域が数多くあると言われています。この「おかやま国際

貢献NGOサミット」は、そのような地域の現場に密着して活動を行っ

ているローカルＮＧＯと呼ばれる人々のネットワークをつくりだすこと

を目的としています。このNGOサミットを主催する「国際貢献トピア

岡山構想を推進する会」（会長谷口澄夫、通称「トピアの会」）は、

医療や福祉、教育、宗教など、ヒューマニズムを大切にするという岡

山県民の特質を基盤とし、世界に発信する街づくりを目標として、菅

波代表などの呼びかけにより1993年､に設立されました。翌年の秋に第

１回ＮＧＯサミットを開催し、今年は第４回目。海外から16ケ国22名が

参加し、10月４日から７目まで、「水環境」をテーマに開催されまし

た。このサミットの運営には毎回多くの皆様のご協力をいただいてい

ます。この紙面をお借りして皆様のご協力に厚く御礼中し上げます。

!屍還

?一一争

ly･1･ ･･･i

倉敷チボリ公園での開会式に向かう参加ＮＧＯ

　　　　　　　－１０月４日（倉敷チボリ公園）

郭か９ま国贈員獣万
……

=……,日　

ill

サミット初日に岡山駅に設置された「サミットインフォ

メーションデスク」－１０月３日（岡山駅構内）

ここで海外から到着するＮＧＯの受け入れも行いました。

14　y4ﾉWa4ゐ。,la/ /997.j2
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国際姉妹校推進会議

　　　－10月６日（岡山プラザホテル）

新たに3組の姉妹校が結ばれました。

総括会議－10月７日（岡山国際交流センター）

今年の会議の総括報告が発表され、今後の運営に

ついて討議がなされました。
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主テーマである「水環境」に関するグループディスカッションー

　　　　　　　　　　　　　　10月５日（川崎医療福祉大学）

一般市民を交えて真剣な討議が行われました。

1997年10月7日

第４回国際貢献ＮＧＯサミット総括報告（抄約）
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サミット初日に開催された「車いすウォーキング」

　　　　　　　　　　　－10月３日（岡山駅周辺）

福祉の街づくりへのデータづくりとして、多くの高

校生が協力してくれました。

1.第４回を迎えたサミットは、医療、教育、宗教につづいて環境問題を取り上げた。環境問題の中でももっとも身

近な水環境をテーマとして、８力国のＮＧＯより活動報告がなされた。ｸﾘﾚｰﾌﾟ討議では一般市民および日本側専門家

も加わり、生存の基本的な要件としての安全な水の確保と環境に負荷を与えない処理の方法などについて討議がなさ

れた。地球環境の改善のためにＮＧＯが貢献できることについて、環境情報の集積と保全のための技術的なサポートを

行うための、世界環境情報サポートセンターの構築を推進することが岡山ユネスコ協会より提案された。

2.今回のサミットはトピアの会の日本側のネットワークの拡大をめどして、初めて人道援助ひろしま国際フォーつ

ムと連携して開催された。広島フォーつムで設立された新たな組織JANANの初会合にINNED/APROのメンバーが加わ

り、今後APRO（アジア太平洋緊急救援機構）、JANAN（日本NGO/NPO協議会）、INNED（国際人道援助ネットワー

ク）が、世界各地における諸問題について情報交換を回り、問題解決について共に協力するための協議の場を、少な

くとも年に１回開＜ことが確認された。また、具体的な取り組みとして、インドネシア森林火災による大気汚染の被

害者に対する支援活動を、３者を基軸とした国際ネットワークにより開始することが確認された。

3.国際姉妹校推進会議では新たに３組の姉妹校の締結、すでに活動を始めている学校からの報告、および海外の教

育現場の現状報告などがなされた。子供たちの国際協力、国際理解を広げ、思いやりの心を世界に向かって発信して

ゆくことの大切さが確認された。この１年間に締結された姉妹校は、昨年度の了校に加えて11校、計18校となった。

４．人道援助宗教ＮＧＯ会議では、海外の社会事業に取り組むＮＧＯから活動内容の報告があり、また、国内各団体の

行っている国際貢献活動が報告された。また、各団体間での協力した取り組みとして、北朝鮮の食糧危機に対する支

援を行うことが決定された。また、今後ともこのような協力の輪を広げて行＜ことが確認された。

5.今後に向けて、このサミットの継続的な開催を基軸に、APRO/JANAN/INNEDの協力により、ネットワークの拡大

と相互の活動支援を進めることが確認された。

参加者一同（海外参加NGO16力国22名）

　　　　　　　（国内（県外）NGO　12名）

　　　　　　　（3日から7日まで延べ参加人数900名）

国際貢献トピア岡山構想を推進する会
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APRO報告

第３回アジア太平洋緊急救援機構
　(APRO-Net)

フォーラム報告

事業推進局　伊藤　英志

　アジア太平洋緊急救抜機構は、1995年10月８目に

岡山にて自然災害等の緊急時に迅速に対応できる国

際的な医療・救援ネットワークとして発足した。医

療・救援活動を主に展開しているＡＭＤＡが、阪神大

震災の教訓をもとにアジア太平洋地城の緊急救援活

動のネットワークの強化の必要性を痛感し、アジア

太平洋緊急救援機構の発足を提言したことから始

まった。これまで過去2年間の地道な活動により、現

在では13カ国のアジア太平洋諸国の72のＮＧＯがこ

のネットワークに参加するにいたっている。

　APROの目的は、以下の通りである。

(1)災害や戦争等の際

に緊急的に出動できる

民間団体のネットワー

クの確立

(2)緊急救援活動に必

要な人材と活動拠点、

交通・通信手段、救援

物資などの整備

(3)各国政府との協力

関係の強化

　第１回アジア太平洋

　今回のフォーラムでは過去2回の会議の焦点であっ

た自然災害に対する知識及び経験を生かし人的災害

（オイル漏れ、環境水質汚染、ガス爆発等）に焦点を

当てて討議し、アジア太平洋緊急救援機構が備える

対応規模の拡大を図ることを目的とした。

　今回のフォーラムにおいて人的災害に焦点を当て

ることになった経緯として､1997年2月に日本海で起

きたナホトカ号重油流出事故や1997年４月に日本で

起こった放射性物質漏れや産業廃棄物汚染などが、

地域住民と環境に重大な被害と影響を与えたことに

よる。この種の災害は､高度に発達した技術社会では

緊急救援機構フオーラ　ぷj誌ふflr……yT……………･｡｡,…………●,=･･･=･･…………　･ ･ ････｡‘jj･･j･.i.ｮ,is"'!11i｡,･:････　　　　　｡｡‥一一

ムはAMDAの拠点である岡山にて行われ、第２回目

のフォーラムは、沖縄県にて開催された。第3回を迎

えた今年は、国際貢献構想を県政の柱の一つとする

広島県が主催した「人道援助国際フォーラム広島」の

一環として、10月４日（土）と５日（日）の２日間に

わたって東広島市にある広島国際協力センターにて

開催された。

　今回のフォーラムでは、日本国内の政府､自治体お

よび民間関係機関、ならびにアジア太平洋地域にお

いて緊急救援活動を行なっているNGO及び世界レベ

ルで援助活動を行っている開発NGOに参加を呼びか

け、11カ国から25名が参加した。

16　AMDA Joumal l997.12

いつでも起こりうる

可能性がある。

　また、農薬やその

他の化学物質使用に

よってもたらされる

環境汚染は人々の健

康を著しく脅かすも

のであり、その被害

は現代の科学技術の　ご

曹及により先進国の

みならず、発展途上

国においても深刻な

ものになりつつある。

　以上のような状況を踏まえ、今回のフォーラムは、

自然災害時の対応を主眼にしてきたアジア太平洋緊

急救援機構の活動範囲を拡大し、その機能を充実さ

せる契機となった。

　フォーラムは2日間にわたり、各国の現状および実

例の報告､人材育成手法の紹介､情報通信技術の活用

手法の報告等を踏まえて、分科会、全体討議に臨み、

宣言文を採択し盛会のうちに終了した。

　現在、インドネシアを中心に広範囲で被害が出て

いる森林火災による煙害への対応策が関係参加団体

の間で検討されている。
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1997年アジア太平洋緊急救援機構フォーラム宣言文

1　1997年アジア太平洋緊急救援機構（APRO）会議を開催す

るに当たり、御尽力＜ださった後援団体、ご来賓そしてボラン

ティアの万々に深い感謝の意を表明する。特にAMDA、広島県

国際交流課、外務省、国際協力事業団（JICA）、自治省、川崎

医療福祉大学の緒方正名教授、世界環境センターそしてフィ

ジー国全権大使閣下に心より感謝申し上げる。

２　我々は自然災害への対応と地域コミュニティにおける災害

対策を万全なものにするために、この時までAPROのネット

ワークを通じて活動を行ってきた｡特に国際貢献を目指す岡山

県、沖縄県そして広島県のゆるどないご支援により、我々はこ

れらの活動を行う事ができた。

３　第３回APRO会議において、我々は、50年以上も前の困難

な時期に受けた支援に対して恩返しをするぺ＜、国際貢献をし

ようという広島の人々の献身的努力に心を打たれた｡我々は世

界平和への使命を基に国際貢献を推進するという広島県の政策

を全面的に支援するものである｡そして広島県がAMDAのよう

な非政府団体とのパートナーシップを強化されることに対して

さらなる努力を払う決意を持つに至った。

４　その上、外務省、JICAとその緊急援助隊、自治省等を通し

て日本政府とも共同活動するという必要性と機会があるという

ことが認識できた｡我々は自然災害や緊急事態の損害を最小限

にとどめる事ができるように個人ベースならびに団体としての

能力を構築しながら､政府機関との共同活動の可能性を模索す

ることとする。

５　自然災害や複合災害とは別に､人間の健康や環境を継続的

に脅かす科学技術災害がある。ｲ列えば、インドネシアのカリマ

ンタン、スマトラ、ｼﾞ｀ャワそして東イリヤンで起こっている森

林火災によって５万ヘクタール以上の森林が破壊された｡さら

にその火災によってブルネイ、マレーシア、フィリピン、シン

ガポール､タイ等近隣諸国とインドネシア本国において多＜の

人々が目および呼吸器系の炎症を患っている。

６　飽＜なきエ業化推進策､都市化の波そして爆発的な人□増

加等によって、アジア太平洋地域での科学技術災害の危険性は

次第に広がっていると言えよう｡残念ながら我々のメンバーの

中には科学技術災害に関する基本的な予防策や被災者に対する

支援を行う効果的な戦略を得る機会がないものもいるが､同時

にこの分野で経験と知識を有するものもいることがわかった。

中でも市油流出による健康への影響､ガス漏れによる２次火災

の予防と対応､政策担当者や第１次救援者などさまざまな関係

者との情報の取得と供給そして一般的な水質汚染の確認などの

分野で研究が進められている｡科学技術災害に効果的に対処す

るためには、政府、企業そして地域コミュニティの問の信頼関

係が構築されることがもっとも重要な事であると専門家は強調

している。

フ　アジア太平洋緊急救援機構は、以下の自然災害および人的

災害に対する行動計画について決議した。

　7.1　即時行動計画

71.1　今回のインドネシアの災実に対して､緊急救援活動を実

施し、再建と復興に求められる事項について調査し、事態の再

発への防止と対応体制を検討することを目的としたチーム゛1を

現地に派遣し、7.1.2　今年末に大雨とか洪水が予想されるペ

ルーに対して、早期警戒システムを整備する。

　7.2　短期計画

72.1　科学技術災害に対して､被害が予想される地域､組織的

能力、専門家と研修、効果的かつ費用対効果のある技術、法制

度についてのデータペーズ2について検討し整備し、

7.2.2　インターネット・ホームページの整備と適正可能技術、

および24時間体制の通信手段の確保゛3により、緊急事態対応

と後方支援のための通信情報システムを構築し、

7.23　自然災害もしくは人的災害による人的被害の軽減､自然

災害環境破壇と経済損失に関わる、国の内外での組織一機構と

のネットワークを構築し強化する。

　7.3　中期計画

7.31　次回会議においては､本機構および科学技術災害が起こ

りうる地域での他の組織一機構の事態対処能力向上にむけたプ

ログつムを発展させ、

7.3.2　適性かつ持続性のある活動内容を立案し実行に移し、

7.3.3　科学技術災実に対応する法整備および政策立案のための

手法を明らかにする。

８　最後に、これらすへての行動計画を通じて、アジア太平洋

緊急救援機構の構成団体は、全世界的な理解、協力、そして究

極的には平和へ向けて邁進することを希求する。

9　1997年lo月５日、広賜にて調印。

刎　Global Care、 インドネシア赤十字、AMDA日本支部、

AMDAインドネシア支部が検討する。

゛2　D｢.Hartigan-Go(AMDAフィリピン代表)およびD｢.

N､｢maけAMDAネパール支部員｣が担当する。

帽　AMDA日本支部が調整する。

注)本官言文は英文が公其丈であリ和文による宣言文は非公式

訳となっております。
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防災訓練報告

= － -

　　　　　　　　1997年度

ＡＭＤＡ・東京都・立川市合同防災訓練報告
　　　　　◇

防災訓練実行委員長

　中　西　　泉

１．目的：大災害に際しAMDAと行政との問の医療

救護活動を中心とした合同作業の「il能性を検討する。

２．概要:期間:1997/8/30～9/1

（1）AMDA防災訓練事前講習会（東京ヘリポート）

　　　（8/30）:

　　　トリアージ講習、ヘリコプター傷病者搬送講

　　　習、情報通信講習

（２）ＡＭＤＡ・茨城県・守谷町合同総合防災JII練

　　　（8/30､31､9/1）:

　　　トリアージ、航空機による医療救護憲搬送､情

　　　報通信

（３）ＡＭＤＡ ･ ７ 都県Ili（埼

　　　玉県・行田市）合|司総

　　　合防災JII練（9/1）:

　　　航空機による乗り入

　　　れ、搬送

（４）ＡＭＤＡ･東京都・立川

　　　lti合同総合防災訓練

　　　（8/31､9/1）:

　　　医療救護所でのトリ

　　　アージ、国な病院東

　　　京災害医療センター

　　　での医療救護活動

　航空機参加に関しては業界の現状を把握し、どの

航空会社とどのような訓練をいかなる金額で行うか

十分に交渉する事が必要である。行政側からの航空

機参加訓練要請の場合、それに伴う経費に関しては

行政に要求する事も必要であろう。

（２）事前講習会について

　昨年の防災訓練において、防災訓練前夜および当

日のトリアージ講習会が訓練を成功に導いた例に倣

い､今年は東京ヘリポートを事前講習の場に選び、ト

リアージも含め幾つかの事柄に関し講習を行った。

オリエンテーション

　　　（ラボプロジェクト合同参加）

３．方法および結果:

　　　詳細は1997年度防災訓練報告集参照

４．考察:

∩）訓練会場について

　今年は行政との訓練会場が３個所となった。昨年

（東京部、埼玉県）より川固所増えたため参加人員も

分散を強いられ､茨城･東京を掛け持ちした参加者も

いた。同一時期に行われる行政との合同訓練として

３個所が限度であろう。

18　Å財政4/nru//997.72

今後もこの講習会を

行うべき理由は次に

述べるごとくである。

a.参加者にｰ体感を

　生む。

b.非会員にもＡＭＤＡ

　を知ってもらう機

　会となる。

c.今回のＢＨＮのよう　、･-

　な他のボランテイ

　ア団体と知り合う

　機会が生じ、協力

　関係が深まる。

d.特にトリアージに関しては認識の共有により実際

　面で他団体より迅速に行動できる。

e.情報通信の器具、方法に馴れる機会となる。

　などである。

（３）実際の防災訓練について

a.ヘリコプターによる医療班搬送訓練:昨年に比べ円

　滑に行う事ができた｡今後は状況設定もふくめ､現

　実にヘリコプターを飛ばす際の障害となっている

　事柄を解決するため、対外的に働きかけて行く取

　り組みが求められる。
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b.トリアージ訓練：昨年に引き練いての講習

　会により、実際の防災訓練では昨年に比べ

　混乱が少なかった。事前教育の重要性を再

　認識。

c.国立病院東京災害医療センターでの医療救

･　　護訓練：東京都は昨年からボランティア医療救護

　　　　班受入訓練を導入した。（昨年は航空機による乗り

　　　　入れ受入訓練）。今年は一一気に国立病院をフロント

　　　　病院に見立てての発災直後を想定しての超急性期

　　　　訓練であった。行政の我々への期待の表われとも

　　　　取れよう。結果は東京都病院協会傘下の救急病院

　　　　の協力により予想以上の成績を上げる事ができた。

　　　　AMDAにとって刺激的な訓練であり、一度は味わ･

　　　　うべき訓練であった。機会を与えてくださった、

　　　　漫見副院長はじめとする東京災害医療センタース

　　　　タッフの熱意と度量に謝意を捧げる次第である。

　　　　しかしながら現実にAMDAチームとしてかかる事

　　　　態に対応する事は稀であり、個人として遭遇する

●　　公算が大きい。したがって組織としての訓練には、

　　　　発災直後よりも数時間を経て現地入りした想定の

　　　　訓練が望まれるのである。

　　　d.情報通信訓練：衛星方式携帯電話の可能性を実証

　　　　できる訓練ができた。行政の唱える防災無線に比

　　　　べ、画像を含めた多檜|青報を大量に通信できる点

　　　　で今後必須であり、その扱いに習熟する事が求め

　　　　られよう。

５．提言:

（1）東京都の防災訓練には今後も参加する。

（２）ヘリコプター訓練に際しては特に事前の話し合

　いをしっかり行う。

（３）ＡＭＤＡ岡山本部を中心とした訓練も行う。

（４）発災数時間後を想定した訓練の実施を行政に提

案

東京災害医療センター

　実際に大災害が起る事を仮定するとき求められる

もの：

け）発災時被災地に居るＡＭＤＡ会員がどこへ行くべ

　きかの訓練（例えば近傍ではどこの医療機関に個

　人として救援に駆けつけるかなど）

（２）ＡＭＤＡ支部設立の推進：被災地にあっては拠点

　作りを早め、非被災地ＡＭＤＡ会員に発信する事が

　できる。ヘリコプター誘導をする事ができる、等。

（３）航空自衛隊との連携：非常時には航空自衛隊が

　航空管制主導権を握る。（事前登録）

（４）被災地病院に隣接して救援施設開設が実際的で

　ある。

（５）トリアージ訓練の徹底。

（６）衛星方式携帯電話による情報通信講習会開催。

６．その他

（１）ＡＭＤＡ･全日本病院協会合同訓練について：

　現在北海道の全日本病院協会加入病院と交渉中で

　ある。　１～２月を予定している。

　北海道での開催困難なときは町谷原病院に会場提

　供の意向あり。

（２）資金について：

　厚生省科学研究費が支給されなくなったときを想

　定し、訓練資金をどうするか検討する必要がある。
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どジネスミーティング

　　　　　　第13回

ＡＭＤＡ国際ビジネスミーティング報告
　　　　　◇

AMDA日本支部副代表

　　　山本　秀樹

　1984年に発足したAMDAの13回目の国際会議が

AMDAネパール支部のホストで11月7-9日の３日間

ネパール国カトマンズ巾においてボリビア、ブラジ

ル、カナダ、インド、インドネシア、日本、フィリピ

ン、スリランカからの海外からの出席者９カ国12人

に加え開催国のネパール支部約30名が出席して活発

な討論が行われた。日本からは、菅波茂（AMDAイ

ンターナショナル代表）とDr.Pancho Flores（AMDA

インターナショナル事務総長）がＡＭＤＡインターナ

ショナルを代表して出席し、小生がＡＭＤＡ日本支部

の代表という立場で

出席した。　また、

AEA（アジア教育支

援の会）の森暢子代

表以下６名もオブ

ザーバーとして一部

のプログラムに参加

した。日本留掌中の

Dr.Rimalも本会議

に会わせて一時帰国

した。

　本会議において

は、来賓としてネ

パール国保健大臣、ＷＨＯネパール駐在代表、駄目ネ

パール大使であるマテマ大使が出席したほか多くの

ネパールの報道関係者も取材のために訪れネパール

国におけるＡＭＤＡへの関心の高さがうかがわれた。

今回の会議のトピックとしては"Child to child

motivation"にどもからこどもへの動機づけ)が選

ばれた。このことばは､保健医療分野では耳慣れない

用語である。これは、従来行われていたような、保健

医療従事者や教育者である大人が一一方的に子どもに

知識を与えるのでなく、子どもの持つ主体性をいか
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に引き出して､年長児から年少児、あるいは同年代の

子ども同士での相互作用によってｆどもが保健医療

に有益な知識や行動を身につけるようにしむけるも

のである。ネパール国におけるこどもの健康ならび

に"Childto childmotivation"による健康教育の事例報

告が３名の著名なパネリストであるMr.Upreti
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

(CDS)、Ms.N.Bhattacharya(Red Barrna､director)

､Prof.Adikali(トリブバン大学医学部小児科学教授)

によって行われた。今回選定されたテーマは､AMDA

各国の出席者にとっても｢子どもの健康問題｣は直面

している大きな問題

であり、多くの質問や

活発な討論が行われ

参加者の関心が高い

ことがうかがわれた。

また、現在ＡＭＤＡネ

パール支部と日本支

部の間で「ネパール子

ども病院（仮称）」プ　、－

ロジェクトが進んで

おり国際会議に先立

つ11月６日に着工式

が行われたばかりで

あり、ネパール支部でもｆどもの健康問題を最優先

で取り組んでいるといるという力強い決意を感じと

ることができた。

　また、AMDA内部の実務的な会合においては、Dr.

Floresよりこの一年のＡＭＤＡインターナショナルの

活動報告と各国支部代表による各国支部の取り組み

の概要の報告が行われた。日本支部としては、日本国

内での国内防災プログラムの取り組み、ＯＤＡである

JICAとのフィリピンやザンビアにおける連携事業、

ＡＭＤＡ企画商品の事例報告、情報通信プロジェクト



　　等の報告を行った。また、菅波

　　代表｜紀コ匈す

四

　　ＡＭＤＡインターナショナルの　爾r匹？(l;il"i;゜i:' 1'･i::

　　将来構想と基本戦略が出席者に　=専行ソヤ1……i＼

　　提示された。菅波代表より、提　囮士▽∧＼

　　示された基本構想として、　　　；　石ｸﾞﾂﾞ｡･･ｼ?　･･

●(1)AMDA､GNP(Global
Network for Partnership)の

　　推進(2)ABC(AMDA Bank Complex)の世界標準化

　　の推進(３)ＵＮＶ(国連ボランティア計画)とＡＭＤＡ

　　の共同による2001年のlnternational volunteer Year

　　の制定(4)UN category l (国連経済社会理事会の諮

　　問資格１)の取得をめざす(5)AHO(Asia

　　Humanitarian organization : 仮称)の設立の５項目の

　　提唱が行われた。(詳細は次号で報告予定)

　　それから、現在ＡＭＤＡが国際規模で進んでいる問

　　題を解決するために､以下の専門委員会､すなわちイ

　　ンターネッIヽ･電子メール委員会(秋山一成ブラジル

　　支部委員長)、ＡＭＤＡ病院ネットワーク委員会(バン

　　　グラデシュ支部Dr.Nayeem委員長）、AHO設立推進●　

委員会（フィリピン支部Mr.Gilmore委員長）の設立

が決まった。また、ＡＭＤＡの多くの支部がある南ア

ジア地区にRegionalomceを置･く準備委員会を作る

こと、新しいＡＭＤＡの支部(chapter)としてザンビ

ア支部が認められた。そして、来年の14回のＡＭＤＡ

の会議の開催をインドネシアで行うことが承認され

た。

　このように、AMDAの活動内容がますます進展す

る‥･方、各支部ともに活動資金の確保に手を焼いて

おり、日本支部やネパール支部､フィリピン支部以外

には独立した事務所を作り有給職員をおいてないと

ころがほとんどで、会員一人当たり５ドルという会

費も払えないという支部もあることが明らかにされ

た。ＡＭＤＡ国際本部とはいえほとんど全部の経費を

日本支部に財政面を依存している構造から脱却する

にはもうしばらく時間が必要で、次期会議への課題

としたい。

　最後に、本会議をホストしてくれたAMDAネパー

ル支部および本会議に出席する機会を与えてくれた

方々に感謝中し上げる。
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　ボランティアとは報酬なく活動

することであり、報酬を受け収れ

ばボランティアではないなどとい

う意見が巷にはあるようであるが、

このように有償か無償をめぐって

意見を戦わせることは時間の無駄

にすぎないし聴いていて滑稽だ。

ましてや英語のボランティアとい

う単語の起源までさかのぼって解

説することなどテレビ討論会の文

化人にはふさわしいが、聴いてい

ると滑稽を通り越して空しくなっ

てくる。過去の定義がどうであろ

うと言葉の持つ意味は時代と共に

変わっていくからだ。

　ボランティア活動にはさまざま

な活動がある。私の子どもたちは

地域の少年野球チームに入ってい

る。指導しているのは野球の知識

のある大人だが、皆それぞれ仕事

を持っている人たちだ。仕事の都

合によっては練習にでてこれない

時もある。そして全くの無報酬で

ある。好きだからこそできるのだ

ろう。このような野球の指導や休

日の公園の清掃などは無報酬で

あってもできうるタイプのボラン

ティア活動といってよい。これに

対してＡＭＤＡやＡＭＤＡ国際医療

情報センターが行っている活動に

共通しているのは「一目たりとも

休めない」タイプの活動であると

いうことだ。 AMDAではさまざま

な海外プロジェクトを支え、組織

の運営を支える事務局員なくして

活動がすすまない。 AMDA国際医

療情報センターには多い日は一日

40件以上の外国人からの医療相談

がある。相談を受ける相談員はお

のおの外国語のスペシャリストだ

が、今出よ来るが明日は都合が悪

くて来ないというのでは連日の相

談に対応することはできない。ま

たここでも組織をきりもりする事

務局員が必要である。このような

組織の核となる人々に生活の不安

をなくして活動に打ち込んでもら

うには例外を除けば有給雇用とい

う形態をとることになる。さらに

その周りに無報酬でもよいから都

合の良い時間帯に活動に参加して

下さるという善意の人々がいて組

織は動いていく。ゆえにボラン

ティア団体といえども働く人のた

めに社会保障制度を充実させてい

かねばならないレ倒産という事

態もありうる。営利こそ追及しな

いが資金集めをはじめとして運営

のためにやっていることは企業と

はあまり変わりがないということ

になる。この数年執行部が心を砕

いてきたこと、それは組織の運営

＝経営なのである。　　　　　　　　’｀

　ＡＭＤＡという組織の長所はいい

意味でいいかげんなところがある

ことだと思う。日本にはAMDAよ

りもはるかに歴史の長いボラン

ティア団体がいくつもある。その

かれらがどうして日本を代表する

ような、国民的な団体として活動

が発展できなかったのだろう。あ

る組織は一つの宗教支持者のあつ

まりとして、ある組織はひとつの

機能集団として存在してきたこと

と無縁ではないだろう。また組織

によっては個人の諸事情に理解を　ｆ

示すことなく画一性を追ることに

より、10人人ってもほぼ同数の人

が離反していき、悪しき少数精鋭

主義に陥りいつまでたっても活動

のすそ野が広がらないという状況

にもがいていたような気がしてな

らない。

　考えてみれば単純なことではあ

るが、たくさんの人が少しずつ力

を合わせて初めて大きな仕事がで

きる。少ない人数で日常生活に無

理をして活動していればいずれ破

綻することは目に見えている。ゆ

えにたくさんの人々がＡＭＤＡに
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　　　人ってきてくれるよう間「」を広く

　　　して待っていなければならない。

　　　その第條件がいい意昧での「い

　　　いかげんなところ」を残しておく

　　　ことである。専従者以外は個人の

　　　プライバシーを最大限に尊重レ

　　　やりたいときにやる、やりたくな

　　　いとき、やれないときはそっとし

　　　てあげることが大切だ。恋人との

　　　デートや家庭での出来事がAMDA

　　　の活動より大事と考えている人が

　　　いてもそれは当然である。このよ

　　　うなごくｰ般の人が多数加わって

魯　くださることは、組織の中に社会

　　　の常識が行き渡ることでもあり、

　　　組織としてはまことに有益ではな

　　　いか。警戒すべきは何をおいても

　　　ボランティアという考えやボラン

　　　ティアこそ社会正義と信じて疑わ

　　　ない考えである。第二条件は職能

　　　集団であってはいけないというこ

　　　とだ。実際に過去の経験が医師や

　　　医療職だけではAMDAの活動かあ

　　　りえないことを示しているのだが、

　　　医師を含む医療職の全人口に対す

　　　る割合を考えてみると、これだけ

　　　ではAMDAの活動のすそ野が全国●　

に広がっていかないことは火をみ

るよりも明らかである。有給雇用

された核になる人材と好きな時間

に自分の得意な分野などで無償で

手伝ってくださる善意の人々に

よってＡＭＤＡというボランティア

団体は勤いていく。

　10月25目上曜日、AMDA神奈川

支部が正式に発足した。この設立

集会には非会員も含め20名が参加

した。さらにその後、数名の方か

ら問い合わせの電話があった。初

代の代表に選んで頂いた私の個人

的な考えとしては、地域の中によ

り密着した草の根型の活動をめざ

していきたい。自治体や町内会レ

ペルの防災訓練にも参加したいし、

フィリピンのボランティアトレー

ニングセンターを利用しての県内

の人材の育成や、ネパールＡＭＤＡ

病院の看護婦学校生徒の財政的支

援などを個人と個人の顔の見える

ような形でやっていきたい。これ

らの活動はオフィスや有給雇用の

専従者がいなくてもできうる。す

なわち運営のための資金集めに奔

走する必要がないということであ

る。おのおのが仕事や勉強を抱え

レ
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心

ている場合、奔走する時間的余裕

すらないだろうから、このような

タイプの活動は生まれたばかりの

組織としてはやむをえない選択の

結果ともいえよう。事務局を持っ

て有給雇用の職員が働いてすすめ

ていくタイプの活動に参加したい

方はＡＭＤＡ日本支部のプロジェク

トの中から選択すればよいのであ

り、これと思うプロジェクトがな

い場合はみずからが提案者となっ

て新しいプロジェクトをおこし。

リーダーとなって引っぱればよい。

財政面、人事面など組織の運営は

やりがいもあるが、煩雑で気の遠

くなるような作業であることもあ

る。　しばらくこのような活動に従

事すると神奈川支部のような原点

にたちかえっての活動は何ともい

えない新鮮な気持ちにさせてくれ

る。柔軟でどのような状況にでも

対応吸収できるようなそんな活動

を展開していきたい。それがひい

ては神奈川県におけるボランティ

ア活動のすそ野を広げる結果とな

れば海びである。

　組織があれば必ずといってよい

ほどおこるのが「分裂」である。ボ

ランティア活動にすすんで参加す

る人は良い意味でも悪い意味でも

自己主張を持っている人が多い傾

向にある。だから妥協できないの

だろうが、小異を捨てて大同をと

らないと、いつまでたっても不幸

な「分裂」の歴史を刻まなければ

ならない。したがって日本を代表

するような、国民的な支持に支え

られるような団体は生まれてこな

い｡確かにＡＭＤＡもＡＭＤＡ国際医

療情報センターも組織としては大

きくなったが、運営面においてさ

まざまな問題を抱えていることは

認めざるをえない。これらの問題

解決には教科書もマニュアルもな

い。なぜなら私たちＡＭＤＡが先頭

を歩いているからだ。初めての貴

直な若い体験を糧として右往左往

しながらも少しずつ前進している

のが今のAMDAの姿なのだ。 10月

某日の朝日新聞にともに仕事をし

てきたあるボランティア団体の分

裂記事が大きく戟っていた。詳し

い理由は伺いしれないが残念でな

らない。
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　日本と反対の国ブラジ

ル。経済安定で増加した乗

用車の排気ガスで近年とみ

に悪化した大気汚染のた

め、自家用車使用規制が施

行されているにも拘らず、

コンピューターの画面に吸

い付＜黒煙を横目で眺めな

がら奮闘しているブラジル

支部スタッフを紹介しま

す。

　ブラジル支部は、サンパウ

ロ市オフィス街の一角にあ

る秋山一派内科クリニック

に併設してあります。常勤

スタッフは秋山一誠AMDA

ブラジル代表と私・坂口律

子専任事務員、アシスタン

トのマリナ・タケウチさん

の３人です。ｨ也のメンバー

はそれぞれ忙しいあ医者さ

ん。デニス・ムつホブス

午－医師は公衆衛生専門

家、エドアルド・ビニャー

エス医師はレスキュー隊員

で、カッシオ・ボチーノ医

師は精神病医、クラウジ

ア・ムつホブス午一女史は

公務員、そしてブラジル支

部の会計を担当する秋山祐

子女史は不動産鑑定士で、

普段は各自専門分野で活躍

しています。

　日本が23個すっぽり入っ

てしまう広大な国ブラジル

は、色々な国からの移民を

この欄は世界に広がるAMDAの支部

地域事務所等を順次紹介します。

受け入れてきた多民族国家

です。サンパウロ州は日本

移民が多いことで知られて

いますが、それでもブラジ

ル全国民に占める割合から

見ると１％にしか過ぎませ

ん。建国500年足らず、ポ

ルトガルの植民地として始

まったブラジルは、大きな

内戦も紛争も起こることな

＜、２回の世界大戦にも国

土が直接被害を被ることか

ありませんでした。豊かな

自然資源に恵まれ、災害

　（台風、地震、火山噴火、

サイクロン）とは無縁の

国。70年代には工業近代化

で未来の大国と期待され、

80年代に入って国際債務を

踏み倒して国際社会から

ソッポを向かれましたが、

なんとか軍事政権から民主

主義変革に成功、95年には

ハイパーインフレを制圧さ

せ、ようや＜経済的にも安

足しつつあります。

　人々が団結して厳しい自

然に立ち向かうという必要

の無いこの国では、楽天家

のラテン気質と、他人が何

をしていよつと我関せず、

他人の意向を気にすること

もない、全＜の個人主義。

サッカーなどをみても解る

よつに、個人プレーがもて

はやされ、選手は自分をア

ビールしてくれるテームに

ホイホイと移籍してしまう

し、チームの戦略を考えて

花形選手を引っ込める監鎬

などはすぐに首になってし

まいます。

　個人的プライドが強いの

は、日本人からみれば羨ま

しい程ですが、反対に物事

の調整に取り組むというの

が苦手のようです。ﾌﾞラジ

ル支部の会議でも各自が意

見をガンガン出し合って、

まとまらないこともしばし

ばです。全体の動きを考慮

して自分の意見を抑えると

いうことはまず考えられま

せん。

　秋山代表は、幼い頃に両

親の仕事の都合でブラジル

にやってきました。教育は

全てブラジルで受け、医学

留学生として日本と中国に

滞在しました。正反対に見

える日本人とブラジル人の

長所と短所を身をもって体

験してきた彼は、AMDAの

提言の一つである「異文化

の相互理解」の難しさを誰

よりも感じています。

　幸いにも恵まれた国であ

るブラジルは、緊急救援活

動を実際に行う場合が少な

いため、フうジル支部は地

域開発のプロジェクトに力

を入れてきました。現在稼

働しているプロジェクトは

母子保健開発です。昨年完

了した新生児の死亡率と原

因調査プロジェクトは学術

的資料として通用するし

ポートが出来上がっていま

す。また、フうゾルの公用

語はポルトガル語なので、

ポルトガル語を使用するア

フリカの国々にブラジルか

ら人材を送ることができま

す。昨年はブラジル人看護

婦をモザンビークプロジェ

クトに派遣、保健分野で従

事しました。

　今年了月にぱ第一回

ＡＭＤＡラテンアメリカ合同

会議"をAMDAlnternational　f

と共催。ポルトガル語、ス

ペイン語、英語と日本語が

飛び交う中、中南米の各支

部のネットワークの強化を

テーマに活発な意見交換を

行いました。

　安定した土地の利を生か

して、ＡＭＤＡﾌﾞラジルは情

報発信の業務活動にも重点

を置いています。その内の

一つはインターネットを

使っての情報ネットワー

ク、"Open Web Site" の

作成です。

ブラジル支部のサイト(http:/

/www.amdabrazil.or･9/)に゛

は、“Ｏｐｅｎ　Ｐａｎｅｌ¨と

　“Open Directoヅという項

目があります。それは、人

道援助、緊急援助活動に開

する情報を提供し、通常時

にはインターネットフォー

ラムとして、緊急時には迅

速な状況把握と対応を可能

にする情報掲示板として活

用できる項目です。現在

AMDAのホームページ(http://

www..amda.or.jp/)からもリ

ンクできるようになってい

ます。関心のある万、諸情

報をお持ちの方、どんどん

ご利用＜ださい。
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ダノ：フィリどンから From Phi

プロジェクトのコンセプト

　JICAが実施しているフィリ

ピン家族計画・母子保健プロ

ジェクトは、1992年4月１日に

開始されたフェーズＩが、本

年３月末に終了し、４月１日か

らフェーズIIが５年間のプロ

ジェクトとして開始されまし

た。

　これまではマニラから北へ

100キロの農村地帯のタラック

州をフィールドとしていまし

たが、今度はタラック州を含

む中部ルソン6州の第三行政区

へ拡大されました。9月中旬に

菅波茂代表を含む4名の計画打

合せ調査団が来訪し、現地の

視察をし、各州保健局長をは

じめとする関係者を集めた企

業会議を間催し、保健省イン

ファンタード次官袖と協議し

ました。この協議の中で、こ

れまでの実施状況と今後の計

画が承認されました。これま

での半年は事務所の設置や

NGOの調査など準備作業をし

てきましたが、これから本格

的に協力事業を実施します。

　このプロジェクトはＡＭＤＡ

と連携しています。菅波代表

が国内委員会（委員長：中厄

後隆京都大学教授）の委員と

してプロジェクトに助言して

下さいます。また、医療専門

家がＡＭＤＡから派遣されてお

家族計画・母子保健プロジェクト

チームリーダー　花田　　恭

り、現在は岩永資隆医師が活躍

されています。現地のＮＧＯと

も連携をすすめます。例えば。

　「健康の種」というＮＧＯとは

村落の住民組織による共同薬局

の設立で協力しています。「学

校法人レジーナ・カルメリ」の

助産婦学校とは、村のボラン

ティアのヘルス・ワーカーの育

成で協力しています。

　JICAのプロジェクトは、そ

の目的、事業内容、スケジュー

ル、双方の義務等を確認したR

/D（Record of Discussion :議

事録）を組予側と取り決めてか

ら開始されます。

　このプロジェクトはＲ／Ｄの

なかで３つのコンセプトをうた

いました。第一に、これまでの

クラック州での成果を周辺の5

州に波及させることです。これ

はいわば第三行政区内での

　「南々協力」を目指すものであ

り、タラック州で育成された人

材が、他の州の研修に当たるこ

となどを考えています。

　第二に、リプロダクティブ・

ヘルスを推進することです。 94

年のカイロ国際人口開発会議で

合意されたこの概念は、性と生

殖に関して、女性の個人個人の

選択を尊重するものです。家族

計画の方法の選択肢を増やし、

利点や欠点についての情報が利

用できるようにし、質の良い

サービスを提供することなどが

その内容です。

　第三に、他の援助機関、国際

機関、ＮＧＯと連携することで

す。これにより、効率的で持続

性のある国際協力となることが

期待されます。

　普通はコンセプトをＲ／Ｄに

入れることはあまりありませ

ん。プロジェクトの中で議論し

ましたが、余計なものは書かな

い方がいいという意見もありま

した。しかし、他の国際協力機

関では、コンセプト・ペーパー

という構想書を発表してから案

件を検討するのが普通です。さ

いわいJICAの本部でもコンセプ

トを書き入れることが認められ

ました。

　　［論語］の子路編に「子曰

く、必ずや名を正さんか。」と

あり、「政治を任されたら、何

を於いてもスローガンを正しく

しなければならぬ。」（宮崎市

定、論語の新研究、岩波書店）

と孔子先生はおっしやっていま

す。政治をプロジェクトに読み

替えれば、「プロジェクトを実

施するには、何を於いてもコン

セプトを正しくしなければなり

ません」ということになると思

います。
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〃
〃　。　　　　　　　　　　　　　　　この欄はAMDAボランティアスタッフとして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海外で活動してきた経験報告を連載します。

２　旧ユーゴスラビア救援活動
調整員◇木山　敬子

1994年より日本緊急急援ＮＧＯグループ（JEN）の活

動として、クロアチア、セルビアの難民キャンプに

おいで医療、生活改善指導、鷹巣訓練、教育、物資

支援などの多方面|こわたる援助を実施。1996年より

ボスにアにて病院両建、医療技術支援実施。

難民・被災民の人々の生活向上をめざして

　国破れて山河あり、ボスニアに

頻繁に行くようになってから、学

生時代に漢文の授業で習ったこの

言葉をしばしば思い出す。ボスニ

アの豊かな自然を前にするとき、

その中に点在する家屋が破壊され

尽くしているのをみるとき、そう

いった感傷に浸ってしまう。

　この万年余りの間、色々な光景

を目にして、この紛争について自

分なりに考えてきた。しかし、隣

同士仲良く暮らしてきた人々が、

銃を向け合って殺し合うという悲

劇は、今でもどうして起こったの

か分からない。この戦争が起きた

理由は、政治、経済あるいは民族

と色々な説明を様々な人たちがし

てくれたが、聞けば間くほど混乱

してくる。私に分かるのは目の前

にいる難民、被災民（推定約200万

人）の人々の暮らしの悲惨さだけ

だ。

　この悲しい状況で多くの人々に

出会い、色々な体験をした。そし

て、一人の人間として人間らしく

生きていくことができないように

誰かがしようとするなら、その迫

害された人々の暮らしを少しでも

人間らしいものに近づける手伝い

をするのは、NGOである私たちに

セルビア人地区のキャンプにて　　左から２番目が筆者
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こそできる小さいけれども犬切な

使命ではないかと思うようになっ

た。 ざ｀

　1994年５月29目、私は旧ユーゴ

スラビアのクロアチア、ザグレブ

国際空港に降り立った。当然バス

などなく、空港の建物に入れば薄

暗く、思わず日日社会主義で戦争

をしている国」というレッテルを

貼って見てしまっている自分に気

が付く。ところが一歩空港の建物

を出ると、ペンツやアウディのタ　『

クシーが客待ちで並び、花が咲き

乱れ、燦々と降り注ぐ太陽の下、

緑の美しい公園が目に飛び込んで

きた。爆弾は降り注いではいない

だろうと思っていたが、ここまで

平和そのものだとは。。。狐につ

ままれたような、拍子抜けしたよ

うな感じはホテルに着いても抜け

なかった。ホテルも立派で、近く

の公園では人々が憩い、犬を散歩

させ、恋人たちは愛を語ってい

た。この国に本当に支援は必要な

のだろうか？難民の人たちはどこ

にいるのだろうか？
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子どものダンスコース　●･

た。いわゆる「この道10年」の

キャリアを持つ彼から付きっきり

でオン・ザ・ジョブ・トレーニン

グで指導を受けたのである。根本

氏から学んだことは今後の私の財

産となった。

　　　　　㎜㎜■J･･････㎜■㎜ここ▽

　1995年４月の段階で、クロアチ

アの中にはいわゆるセルビア人に

占領された地域というのがまだ４

つあって、この４つの地域を順に

国連保護地城東部、西部、北部、

南部と呼んでいた。占領している

方はしている方で、国際社会は認

めていなかったものの４ヵ所合わ

せて一つの国として独立宣言をし

ていた。このうちの２ヵ所、東部

と西部で私たちはプロジェクトを

行っていた。

　５月１日朝目覚めると、玄関に

ＵＮＨＣＲの日本人事務官からのメ

モが置いてあった。クロアチア軍

が攻撃を開始したので動かずに待

てて外に出てみると時折かすかに

爆弾の落ちる音のようなものが聞

こえてきた。まだプロジェクトを

始めたばかりで衛星テレビのため

のアンテナも取り付けておらず、

短波ラジオもない。診療のため難

民キャンプに残っているネパール

人医師・バンダリの安否が気にか

かる。 ＵＮＨＣＲからの連絡で、と

にかくザグレブヘ退避してくれと

いう。　ドクターバンダリの安否を

聞いたら、国建軍の基地の中の

キャンプなので大丈大だろうとい

う。ザグレブに着いた時はドク

ターバンダリに申し訳ないと思い

ながらも本当にほっとしたことを

覚えている。

　翌朝、ザグレブで仕事を開始し

ようとしている矢先に、ドドー

ン、ドドーンと大きな音がした。

大砲の音を聞いたことのない私に

もすぐわかった。ザグレブヘの砲

撃が始まったのだ。しかし５分程

で終わり、みんな一応無事で平常

業務を続けた。

　その翌日、また砲撃が始まっ

機するようにとのことだった。慌　　た。これはもう本気だと私たちも
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協力の名

-

　　　　旧ユーゴスラビアのプロ

●　ジェクトはＡＭＤＡではなくて、

　　ＪＥＮ（日本緊急救援ＮＧＯブルー

　　プ）という名前で実施されてい

　　る。様々なNGOには長所も短所も

　　ある。その長所を生かし合い、短

　　所を補い合い、受益者の利益のだ

　　めに協力してプロジェクトを実施

　　していこうという素晴らしい試み

　　だ。 ＡＭＤＡの他には、立正授戒

　　会、カンボジアの子供に学校を作

　　る会等が積極的に係わっている。

　　　　こういった協力団体であるか

　　ら、旧ユーゴスラビアプロジェク
●　卜現地責任者である私の上司は

　　ＡＭＤＡの人ではなく、立正授威令

　　の根本氏であった。このプロ｡ジェ

　　クトに対してはいろいろな不安が

　　あったが、そんな不安を感じてい

　　る暇もないほど、根本氏と二人

　　で、平均睡眠時間３時間、上曜日

　　も日曜日もなく、プロジェクトの

　　立ち上げのための仕事を行った。

　　よくあれほど仕事があったと思う

　　ほど、よく働いた。根本氏が最初

　　の帰国をするまでの三ヵ月間休み

　　なしたった。この三ヵ月間で根本

　　氏から実に多くのことを教わっ



観念したが、その目も約５分で終

わった。　しかしこの効果は犬き

かった｡ザグレブは最も近いセル

ビア人占領地域の町から20キロの

位置にあり、攻撃をかけようと思

えばいつでもかけられるというセ

ルビア人側からの意志表示であっ

たのだ。以来、いつ砲撃が起ニる

かと不安に思って暮らした。この

２度の砲撃によって、数人のザグ

レブ市民が亡くなり、戦争をして

いる国にいることを改めて思い知

らされた。スタッフの安全に責任

ある身としては、本当に不安でい

やな時期だった。　ドクターバンダ

リは３日間の砲撃を国建軍の基地

の中の防空壕もない難民キャンプ

で難民の人々と一緒に耐え、難民

の人々と　泳削二救出された。

　この時期は少し政治的緊張が高

まると旧前線地域の事務所に避難

命令を出して、ずいぶん反発され

た。ら月のことが心に重くのしか

かっていた。戦闘が起こってしま

えば逃げ方もわからない、だから

起きそうになったら、起きる前に

逃げるしかなかったのである。　し

かし地元のスタッフや受益者の難

民・披災民の人だちと汗水流して

働いている私のスタッフは、そう

いう状況で自分たちだけが避難す

ることに対して罪悪感さえ感じて

いた。それでも払は頻繁に国建軍

やＵＮＨＣＲの担当者に会い、治安

に関する情報人手に務めた。

　そして８月、緊急事態発生。ｲく

４　女性のミシン縫製コース

幸中の令いで私のスタッフは燧休

みでｰ時帰国しており、連絡が必

要なスタッフはザグレブ以外には

２名だけだった。地元スタッフに

　ｰ絡に避難するように伝えたが避

難したスタッフはいなかった。白

分たちは多分国境を越えられない

だろうと旨うのである。私たちは

しかたなく２名のザグレブ以外の

スタッフと途中で合流してスロベ

ニアヘと向かった。午後８時頃

だった。この翌朝、クロアチア軍

による北部、南部への攻撃が始

まった。そして再び先祖代々何世

紀も住んできた上地を追われる難

民が大量発生した。　５月のときも

勿論発生したが、今回は17万人と

いう難民の人々が避難していく本

当の「逃避行」を目撃することに

なった。長い長い列が何日も何日　ﾀﾞ‾

も続いた。暑い盛りだったので幾

人もの人が途中で亡くなったとい

う。こうして私は一一歩踏み込んだ

形で戦争を休験してしまった。あ

㎜

おみやげ･喫茶･お食事

岡山駅名店街
a一季･ﾌﾟ5f‘
岡山駅2F新幹線改札口前
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ソーシャルサービス

(生活改善)プロジェクト

(空手着も救援物資として

日本から送られている)

ト

の悲しい隊列の様子はきっと一生

忘れることはないだろう。

　1996年

ボスニアにて

　　　　1996年夏、私の仕事の半分以上
１　

はボスニアでのプロジェクトと

　　　なった。 1994年10月根本氏とニー

　　　ズ調査に行き、ボスニアではス

　　　タッフの治安が守れないからと、

　　　プロジェクトを行うことを断念し

　　　た頃のことを考えると隔匝の感が

　　　ある。賛否両論があるにせよ、デ

　　　イトンでの和平合意の賜物だと思

　　　う。

　　　　戦闘はおさまった旧ユーゴスラ

　　　ビアではあるが、ここに住む人だ

　　　ちはまだ戦争の傷痕と戦ってい

●　る。サラエボにいる４歳のティア

　　　ナは、４歳になるまでオレンジを

　　　知らなかったし、チョコレートも

　　　知らなかった。このこと自体は悲

　　　劇と呼べる程のことではない。し

かし薪にするために壁紙を剥が

し、床板を剥がし、椅子、机を燃

やし、本を燃やし、必要最低限の

衣類を残して他の全ての衣類を燃

やし、靴を燃やし、燃やせるもの

全てを燃やし尽くした末にチョコ

レートを知らないティアナがいる

のだ。

　初めてティアナに出会った時の

写真を見て、友達が悲しい目をし

ていると言った。半年程経った頃

からやっと明るく笑うようになっ

てきたのだが、旧ユーゴスラビア

の辛いところは、みんながまた戦

争があるのではないかと思ってい

るところだ。悲しい目をした子供

や大人を作り出す戦争が早く完全

に終結することを心から願ってや

まない。

　ＡＭＤＡとの出会いから３年、本

当に飛ぶように日々が過ぎ去っ

た。その間はドタバタ劇という

か、青春ドラマというか、小説よ

り奇なる日々だった。この３年間

に私が出会った人たちに教えても

らったこと、そして私が経験して

きたこと、全てがいつも何らかの

形で私を助けてくれた。これから

も私を育ててくれたスタッフの人

だちと　瀧に頑張っていきたいと

思っている。

　　　　　　(1996年９月記)

最新医療及び地域福祉に貢献する

　　　　　総合商社

大熊器械株式会社
岡山市大内田828-4

TEL 086-293-2171

FAX 086-292-0830

【関連会社】

(株)テクノメディック大熊

　　　(在宅医療関連)

岡山市大内田756-3

TEL086-293-7710

FAX086-293-7705
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ダイジェスト

ＪＡＮＡＮ構想

　1997年･10月３日。 ＪＡＮＡＮ

（ジャナン）が広島県の国際人

道援助フォーラムで産声をあげ

ました。「日本NGO / NPO 協

議会（JAPAN ASSOCIATION

OF NGOs AND NPOs:JANAN）

の略称です。「国際貢献と地域

おこし」が趣旨です。国際貢献

はわかるがなぜ地域おこしなの

か。なぜなら従来のNGOはほ

とんどが海外における国際協力

と国際貢献を理念に掲げ活動を

してきたからです｡ただその相

手は発展途Ｌ国のローカル

NGOであるという事実を忘れ

てはいけません｡彼等の目的は

け也城おこし］です。じやあな

ぜ日本のNGOが日本国内の地

域おこしに関心を持たなかった

のでしょうか。これは非常に大

切な視点です。答えは日本の

NGOの95％以上が東京､大阪、

京都や名占屋に本部を置いてい

たからです。即ち、日本国内の

地域おこしとは縁が無かったか

らです。

　端的な例で説明します｡ただ

「市民運動は意識改善運動であ

り、住民運動は生活改善運動で

あるＵという前提をいれます。

1991年のロヒンギャ難民救援
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AMDA代表

　菅波　茂

活動に４白^万円の寄付が全国から

岡山の片田舎にある無名に近いア

ジア医師連絡協議会（ＡＭＤＡ）の

本部に寄せられました。驚いたこ

とに寄付者の６割が東京都民から

でした。ロヒンギャ難民救援活動

と東京都民の生活は直接関係はあ

りません。　したがって目本の人目

の１割の東京部民が寄行者の６割

であることは東京郡民は日本人の

平均の６倍の市民意識を持ってい

るといえます。これが日本の既存

のＮＧＯの９剖が東京に本部をも

つ本当の理由だと思っています。

このことは市民国家である東京を

除けば日本は住民国家だと考えた

ほうが無難です。地域おこしとは

生活改善運動です。したがって東

京に本部を置くNGOが理解でき

ずに関心を持たなかったのも当然

です。ただし、発展途上国の地元

NGOは生活改善運動を実践してい

る住民です。日本のＮＧＯの意識は

人間として放っとけないので支援

にはいるという市民意識です。住

民意識と市民意識の決定的な差異

を理解しておくほうが双方に誤解

と不信が生まれません。それは住

民意識の行動原理は「相互扶助」

であるという決定的な社会規範で

す。一番まちがいないのは同じ社

今年７月に広島県と共催で行ったＮＧＯカレッジの

講義をダイジェストで掲載します。

会規範を持つ団体同士が協力しあ

うことです。それは日本では地方

に本部を置き「地域おこし」に関

わっているNGO/NPOです。

　このNGO/NPOのパートナーで　、１

ある住民の特徴は生活改善運動を

組織的に持続的に展開できる能力

と伝統を持っています。そして住

民にとってのエリートは地方自治

体です。　したがって住民国家であ

る日本の国|原貢献と地域おこしに

は地方自治体との連携が不可欠に

なります。

　現在、明確に国際貢献の意思を

持っている地方自治体は４県です。

広島県、兵庫県、沖縄県そして岡

山県です。イニシアチブをとれば

H202（過酸化水素）となります。　　｜

この過酸化水素連携は住民国家で

ある日本の国際貢献推進の強力な

起爆力になる可能性があります。

点火するのはＡＭＤＡの役割と心得

ています。これらの地方自治体と

連携するのが地域おこしに関心と

実績をもっている地方に本部があ

るＮＧＯやNPOという図式になり

ます。これがJANANです。

JANANが単なる情報ネットワーク

でなく、アクションネットワーク

として日本のＮＧＯ ／ ＮＰＯ活動の

発展に貢献していけることを期待
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Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

全
国
組
織
が
発
足

　
　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
な
ど
参
加

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
民
間
非
営
利
組
織
）

な
ど
の
市
民
団
体
が
連
携
し
て

国
際
協
力
・
貢
献
活
動
を
進
め

る
全
国
組
織
「
日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／

Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
議
会
」
（
略
称
Ｊ
Ａ

Ｎ
Ａ
Ｎ
）
が
三
日
、
発
足
し
た
。

倉
敷
市
内
で
四
日
開
幕
す
る
第

四
回
習
お
か
や
ま
国
際
貢
献
Ｎ

Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
、
海

外
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
を
深
め

る
。
　
広
島
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か

れ
た
発
足
式
に
は
、
ア
ジ
ア
医

師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、

本
部
・
岡
山
市
）
な
ど
岡
山
、

鹿
児
島
県
、
東
京
都
な
ど
全
国

土
ハ
都
道
県
の
二
十
二
市
民
団

体
と
広
島
県
が
参
加
。
Ｊ
Ａ
Ｎ

Ａ
Ｎ
代
表
世
話
人
と
な
っ
た
菅

波
代
表
が
「
各
市
民
団
体
が
取

り
組
ん
で
い
る
国
際
交
流
事
業

な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
交
換
し
あ

い
、
活
動
の
活
性
化
を
図
ろ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
同
協
議
会
は
来
年
二
月
、
広

島
国
際
協
カ
セ
ン
タ
ー
（
東
広

島
市
）
で
参
加
各
団
体
の
活
動

事
例
発
表
大
会
を
開
催
。
今
後

の
事
業
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ

　
ッ
ト
な
ど
活
用
し
た
情
報
交
換

　
シ
ス
テ
ム
の
構
築
▽
各
団
体
が

　
実
施
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
ヘ
の
相
互
参
加
―
な
ど
を
検
討

　
し
て
い
る
。

しています。

　JANANの今後の役割について説

明します。

１、国際貢献の推進

３）国際貢献と地域おこしの相乗

　　効果推進

　L記の役割を推進するために下

記の３点が必要となります。

白田内外における「生活改善プ

　　ロジェクト」の企画運営

１）世界の共通価値観である（家　　２）情報データーベースの構築運

　　　　　族の今日の生活と明日の希望］

　　　　　を共有する。

　　　２）世界の地元NGOとの人的交流

　　　　　による相互理解と相互支援を

　　　　　推進する

　　　3）［U:界の地元NGOと連携し発展

　　　　　途上国における生活改善運動

　　　　　を推進する。

　　　4］JICA十地方自治体十NGO/

　　　　　NPOの三者連携を推進する。

●　５）国連、国際機関そして日本政

　　　　　府との連携を推進する。

　２、地域おこしの推進

１）国内NGO/NPO間の人的交流

　　営

癩JANAN推進のための教育の企

　　画運営

　この３点を企画運営するための

事務局機能は当面はＡＭＤＡと

NGOカレッジ講座同門会が担当す

ることになります。

　JANANが国際貢献を推進するた

めに下記の提案があります。

1）JANAN参加NGO/NPOの海外

　　パートナーである地元ＮＧＯ

　　の複合ネットワークを結成し、

　　毎年定期的な会議を開催し、

　　「生活改善プロジェクト」と情

　　報データーベースを推進する。

による相互理解と相互支援を　　２）外務省およびJICA等と定期的

　　推進する。

２）国内の生活改善運動を推進す

　　る。

３）地方自治体＋NGO/NPOの二

　　者連携を推進する。

４）国内の「ボランをティア」活動

　　との連携を推進する。

５）民間企業との連携を推進する。

協議会を開催し、協力関係と

プロジェクト実施を推進する。

　　関係とプロジェクト実施

　　を推進する。

５）海外における「生活改善プ

　　ロジェクト」のフォーラ

　　ムを定期的に間催し、質

　　の向上をはかる。

　JANANが地域おこしを推進

するために下記の提案があり

ます。

いJANANの定期的な会議開

　　催し、協力関係と国内の

　　生活改善プロジェクトを

　　推進する。

2）JANANに必要に応じて人

　　材を得れば安易に委員会

　　をつくり積極的に試行錯

　　誤をする。

３）地方自治体および民間企

　　業と定期的協議会を開催

　　し、協力関係とプロジェ

　　クト実施を推進する。

４）国内における［生活改善プ

　　ロジェクト］のフォーラ

　　ムを定期的に開催し、質

　　の向上をはかる。

３）国連機関および国際機関と定　　５）ＮＧＯカレッジ講座に

　　期的協議会を間催し、協力関

　　係とプロジェクト実施を推進

　　する。

４）地方自治体および民間企業と

　　定期的協議会を間催し、協力

JANAN活動に関連した講

座を積極的に企画運営す

る。
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ＪＡＮＡＮへの参加団体を募集しています

日本NGO/NPO協議会加盟団体リスト
(あいうえお順:1997年11月１日現在)

１．財団法人アジア・アフリカ国際奉仕財団

　　所在地：奈良県高市郡高取町　連絡先：事務局　坪井保

　　TEL10744-52-3172　　　　　　FAxl0744-52-3835

2.アジアインフォ一メーションセンター

　　所在地：福島県郡山市　　　　連絡先：代表　遠藤道彦

　　TEL:0249-25-6770　　　　　　FAX:0249-25-6770

3.AEA（アジアの教育支援の会）

　　所在地：岡山県岡山市　　　　連絡先：代表　森　暢子

　　TEL : 086-251,4558　　　　　FAX : 086-253-3470

4　アジア仏教徒協会

　　所在地：佐賀県伊万里市　　　連絡先：理事小島　宗光

　　TEL:0955-28-5111　　　　　　FAX:0955-28-5050

5.AMDA

　　所在地：岡山県岡山市　　　　連絡先：代表菅波茂

　　TEL1086-284-7730　　　　　　FAxl086-284-8959

　　発起人・代表世話人

６．財団法人オイス力

　　所在地：東京都杉並区　　連絡先：事務局長新屋敷道保

　　TEL:03-3322-5161　　　　FAX:03-3324-7111

7.KAGOSHIMA熱闘会議

　　所在地：鹿児島県姶良郡　　　連絡先：会長大坪徹

　　TEL:0995-58-2206　　　　　　FAX:0995-58-2206

8.上総掘りを伝える会

　　所在地：千葉県袖ケ浦市　　　連絡先：大岩澄江

　　TEL:0438-75-2440　　　　　　FAX:0438-25-4818

9.角田市農協・アジアの農民と手をつなぐ会

　　所在地：宮城県角田市　　　　連絡先：代表面川義明

　　TEL:0224-68-2694　　　　　　FAxl0224-68-2694

1（）.グローバル地域研究所

　　所在地：東京都　　　　　　　連絡先：主宰小松光一

　　TEL:030-689-996〔〕　　　　　FAxl03-3751-3906

　　発起人・世話人

11.KIO（加茂川町国際推進協議会）

　　所在地：岡山県加茂川町　　　連絡先：総裁　片山　舜平

　　TEL:0867-34-1112

12.国際医療協力山口の会

　　所在地：山□県下松市

　　TEL:0833-41-0395

　　　　発起人・世話人

FAX:0867-34-1556

連絡先：代表岩本功

FAXI0833-43-7460

13.国際害獣トピア岡山構想を推進する会（OTIC）

　　所在地：岡山県岡山市

　　TEL/FAX:086-234-5128

14.国際ボランティアの会

　　所在地：埼玉県大宮市

　　TEL:048-622-8612

15.国際協力の会MIS

　　所在地：佐賀県伊万里市

　　TEL:0955-28-5111

連絡先：代表　谷□　澄夫

連絡先：代表富永幸子

FAX:048-622-8612

連絡先：理事長　古賀　等

FA)く:0955-28-5050

１６．あわじ島国際理解教育センター

　　所在地：兵庫県洲本市　　連絡先：事務局長　磯崎泰博

　　TEL:0799-24-0288　　　　FAXI0799-24-3878

　　発起人・世話人

＊詳しくは、JANAN事務局27.広島県総務部

　国際交流課までお問い合せ下さい

１７．ジャスコ（株）近畿カン八二一

　　所在地：大阪市福島区　連絡先：環境リーダー　広田耕一

　　TEL : 06-457-6209　　　FAX:06-457-6209

18　ジャスコ（株）西部カン八二－

　　所在地：姫路市北条　　連絡先：環境リーダー　山野芳弘

　　TEL : 0729-24-2433　　FAX:0729-88-5895

19.瀬戸内改革振興会

　　所在地：岡山県岡山市　　　連絡先：理事長武鑓久治

　　TEL:086-482-3343　　　　　FAX:086-482-3343

　　発起人・世話人

20.中国・地域づくり交流会

　　　所在地：広島県広島市　連絡先：事務局長浅野ジュン

　　　TEL:082-221-8505　　　FAX:082-221-6009

　　　発起人・世話人

21.東海アジア太平洋地域開発研究所

　　　所在地：愛知県　　　　　　連絡先：代表富田輝司

　　　TEL10565-43-0125　　　　　FAxl0565-46-522［］

　　　発起人・世話人

22.十勝インタナショナル協会

　　所在地：北海道帯広市　　　連絡先：河合正廣

　　TEL10155-24-4111　　　　　FAX:0155-23-0154

23.TICO（徳島で国際協力を考える会）

　　所在地：徳島県山川郡連絡先：代表　白石

　　TEL/FAX:0883-42-2221

24.南方圏交流センター

吉彦

　　所在地：鹿児島県鹿屋市

　　TEL:〔〕994-44-4407

　　発起人・世話人

25.人形劇団「Ｚ」

　　所在地：千葉県袖ケ浦市

　　TEL:0438-64-1403

26.広島アジア友好学院

　　所在地：広島県広島市

　　TEL:082-223-4688

　　発起人・世話人

27.広島県総務部国際交流課

　　所在地：広島県広島市

　　TEL:082-228-5877

　　発起人・世話人

28.1CA文化事業協会

　　所在地：東京都世田谷区

　　TEL:03-3416-3947

　　発起人・世話人

連絡先：代表加藤憲一

FAxl0994-44-4418

連絡先：団長白川幸子

FAX:0438-64-1403

連絡先：理事長山田虫文

FAX:082-223-4688

連絡先：課長荒井仁志

FAX:082-228-1614

連絡先：理事長佐藤静代

FAxl03-3416-0499

29.ボランティアネットワークあすか

　　所在地：岡山県楢津　　連絡先：事務局長　小野田まゆみ

　　TEL/FAX:086-284-2906

30.学びやの里・木魂館

　　所在地：熊本県阿蘇郡小国町

　　TEL:0967-46-5560

31.蓮華院国際協力会

連絡先：館長江藤読書

FAX:0967-46-5561

所在地：熊本県玉名市

TEL:0968-74-1675

発起人・世話人

連絡先：事務局長久家誠司

　FAX:0968-74-1675
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1……jllxal稿募集ｿ〕

　　　AMDAの月刊誌前報告誌「国際医

　　療協力」を11月から大幅に変え、

　　「AMDA Joumal」として創刊いたし

　　ました。そして従来の専門家の活動

　　報告だけでなく、学校・地域・行政・

　　企業・団体などによる多方面からの

　　ボランティア活動を紹介する「国際

　　協力ひろば」のページを設けました。

■様々な活動を知り、意見を交換し合

　　うなかで、お互いのボランティア活

　　前への取り組みがより充実したもの

　　になればと考えています。

　　　学校のボランティア教育活動、地

　　域のおもしろいボランティア活動、

　　あるいは企業や自治体の国際協力活

　　前など「国際協力ひろば」のページ

　　にご紹介下さい。

　　　多くの投稿をお待ちしております。

　　宛先：　岡山市楢津310-1

　　　　　　AMDA広報部　田代・大谷
1●　　　電子メール:tashiro＠amda.orjp

　　※創刊号にも掲載しました投稿規定を再度掲

　　　載いたしますので参考になさって下さい。

●広告のお申し込みは

（株）JR西日本⊃ミユニケーションズ086-223-6964岩井

（株）新通エス・ピー・センター　　　06-533-6191青山

　　　【ＡＭＤＡジャーナル投稿規定（1997.10現在）】

　　　　　　　　　　　AMDAジャーナル編集責任者

　　　　　　　　　　　AMDA日本支部副代表　　山本　秀樹

　本号からこれまでの国際医療協力からAMDAジャーナルヘと衣替えをし

ました。投稿の目安をつくりましたのでご活用＜ださい。

１．本誌の目的　　本誌は､AMDAの機関誌としてAMDAに関連した国際

協力、国際学術交流･研究､地域ボランティア活動の推進のために有益な情

報を提供することを目的といたします。

２．投稿資格　　　原則として、著者はAMDA会員および編集委員会が

認めたものとするが、会員以外の投稿も歓迎します。

3.投稿規定　　　　原稿は和文または英文とし、別記する執筆要項で指

定されたスタイルに従う。ｲ也の刊行物と全＜同じ物を投稿する２重投稿は

しないようにしていただきたい｡また原稿に関する写真も説明を付けてお送

りください。

４．原稿締切日　　原稿を下記の執筆要項以外でお送り下さる場合は、こ

ちらで打ち直しますので毎月20日まで｡執筆要項通りにお送り下さる場合

は毎月25日までとします。

５．校　正　　　　校正は、原則として編集者が行います。

６．著作権　　　　著作権はAMDAに所属し、執筆内容はAMDAのWVVW

（WorldWideWeb）にても公表することがあります。掲載記事内容の責任

は著者が負うものとします。

了．査読 出版に先立ち 決定し、

内容に関して著者に対して訂正を要請する事があります｡(事実と相違する

場合など必要最低限にします)

　　　　　　　　　　【ＡＭＤＡジャーナル執筆要項】

　原稿は,原則として，電子ファイルの形でお送りいただきます｡原稿用紙

やワープロでプリントアウトした物を送っていただいても結構ですが,本誌

は，MacintoshによるDTPにより組版を行っている関係上，以下の形式で

お送りくださると肋かります。

〔e-mailの場合〕

　電子メールにてtashiro＠amda.o｢｡｣p(広報局田代)までテキストの形で

送っていただいても結構です｡電子メールが使えない場合はフロッピーディ

スクでもかまいません。

〔Macintoshの場合〕

　Macintoshフォーマットのフロッピーディスク，あるいは，3.5インチ

ＭＯ(１２８ＭＢ)を使用してください｡本文はマイクロソフトワードver.6.0，

標準テキスト形式のいずれかで保存し,ﾌﾟリントアウトしたものも添付して

ください。

〔ＤＯＳ系の場合/UNIX系の場合〕

　基本的には上述のMacintoshに準じますが720KBまたは1.4MB(9セク

タ)にフォーマットされたフロッピーディスクを使用＜ださい｡いずれの場

合でも，プリントアウトした物を添付してください。

　また,写真はリバーサルフィルム・ネガプリントどちらでも結構です。編

集作業終了後，返却します。返却不要であればその旨お書きください。

　疑問点があれば，ＡＭＤＡジャーナル編集部(田代，大谷)または山本秀

樹(hideki＠amda.o｢｡｣p)までお尋ねください。

未来を考えるシステムの包装商社

パスデム

オカヤマ
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価値観ぐつ力吠す脊験

＜1997年8月27日～9月９日＞

　ミャンマーでの短すぎた２週間

の日々は､私の生活習慣はおろか、

価値観までもくつがえす体験とな

り、日本での物に頼りきっている

生活のもろさを感じた。

　ミャンマーはちょうど雨期だっ

た｡首都ヤンゴンでは大雨の毎日。

私たちはヤンゴンでの観光を終え、

中部のドライゾーンに位置するメ

ティーラでＡＭＤＡの活動を見学し

た。

　目本の病院では充分すぎるほど

に清潔が保たれ、患者、家族とも

に今日話題となっているイン

フォームド・コンセントを受け、

手軽に治療が受けられるように

なっているが、私が見学した町や

村の病院では、充分な医療機器が

なく、ましてや電気の供給、医療

スタッフの数も足りないのだ

という。一見しただけで、術

後感染を疑ってしまうほどの

設備と不衛生であった。しか

し、経済的、病院までの距離

の問題から、ほとんどの人々

が医師に診せることはないの

だという。ミッドワイフとい

われる18ヵ月の教育を受け

た１人の医療者が、8～12の

村を受け持ち､村人の健康に

コミュニティ・ラーニングセンター

プロジェクト

　ラカイン州で女性に識字教育､母子保

健指導、ミシン設置等生活改善。

UNHCRと共同で1997年7月より活動を

開始した。

対処しているが、とうてい手が回

らないのだ。

　巡回診療について村を訪れると、

ちょっとした風邪でたくさんの人

が診察に訪れる。逆に無料で行わ

れている妊婦に対する破傷風の予

防注射を恐がり逃げ、受けること

なく子どもを産もうとしている妊

婦や、火傷をしても冷やすことを

せず､自分かちの信じる薬をつけ、

変形していく手足を何年も放置し

ている者もいる。こういった彼ら

の健康に対する関心をみていると、

一時的な救援も必要だが､「彼ら自

身ができること」が必要なのだと

思った。火傷を負ったらまずきれ

いな水で冷やすといった知識が必

要だと感じた。

　健康と生活は切り離せないもの

だと考える。　ミャンマーの子ども

　　　　　　　　　　　　　　　　　ーだちと遊び、現地の人々の生活に

ふれてみると、不衛生と思われる

家畜の糞を隣にしての生活、排尿

排便習慣、ため水、汚れた手での

食事、日本人の私にはきりがない

ほど危険と思われることは挙げら

れる。政状、民族性からこの国で

強制して物を教えることは難しい。

できるとするなら、高精度な機械

やお金ではなく、知ってもらうこ

とだ。彼らの中に根付く何かを、

私たちは手助けしていかなければ

ならないと思う。そのためには彼

らの生活の中でごく当り前になっ

ていることを彼らと生活すること　゛｀

で知らなければならない。そして

いつの日か彼ら白身が問題意識を

持って、これまでの意識や価値観

を変えていくきっかけになること

が求められるのではないだろうか。

　軍事国家という一風変わった雰

囲気を持つ社会で、私はたくさん

の人とふれあうことができた。一

緒に鶴をおり、ビルマ語を教えて

くれた子どもたちの純粋さや優し

さを感じながら、こうして元気な

笑顔を見せてくれる彼らに、もっ

と生活しやすい時代はこないもの

だろうかと思った。私は彼らから

心から温まる安らぎをもらった。
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るためのポンプを建設していた。

住民はうれしそうにそのポンプを

使用していたのが脳裏に焼きつい

ている。また、ＤＳＫのスラム地区

の住民のプライマリー・ケアを根

う援助も見学させていただいた。

もちろん他のＮＧＯにおいても、こ

の問題には強力に援助しているが、

医者の数はこの国では、絶対数が

足らないのが現状らしい。しかし、

心ある医師は地位やお金を求めず、

ひたすらに貧しい人々のために援

助している姿は輝いていた。

　私はこれらの援助を見学して、

端的に言えば、自分に出来る範囲

で何らかの国際貢献をしたいと心

に誓ったのである。たとえば、

ＮＧＯに寄付することも立派な貢献

であるし、時間があれば現地に赴

いて、私の専門である社会福祉の

援助をすることも１つの方法かな

と思った。要は、肩の力を入れな

いで自然な形でＮＧＯの活動がで

きるのだなあと改めて痛感した次

第である。

　このスタディツアーを最後にす

るのではなくスタートとして位置

づけ、自分のライフワークの１つ

としてNGO活動をこれからも、何

らかの形でやっていきたいという

のがこの旅行をしての私の感想で

ある。
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DSKを中心に
(フバングラダシュ)

　門燈ご鸚にﾂご詣
＜1997年８月20日～28日＞　活動を展開している。

　　　今日の世界を眺めてみると、日?●

本のように平和でまた経済的に豊

かな国は少ないというのが事実だ

ろう。

世界の中で、特にアジアやアフリ

カはまだ貧困と飢餓に悩まされて

いることは小学生でも知っている。

あたりまえの事実であるが、社会

福祉を志した私にとってこのスタ

ディツアーは、大いにこのあたり

まえの事を学習できる場と思い、

思い切って飛び込んだのが正直な

気持ちである。

　さて、バングラデシュに飛行機

が着陸体制をとって低飛行状態に

なった時、ふと窓の光景を見た。

なんと、土空から見るバングラデ

シュは､緑色の大地と茶色の湖で、

国土がほとんど水没しの状態であ

り、なんとも言えぬ恐怖感が頭を

かすめたのを覚えている｡案の定、

ダッカ空港を出ると貧民の人で

いっぱいであり、物を乞う人や物

を売る人々の塊と言ってもよかろ

う。そして、道路は10年くらい前

の日本車やオート三輪、自転車の

客車等であふれかえっており、そ

の数の多さと、道路上の車のクラ

クションの音や人の声で騒然とし

ていたことには本当に驚いた。こ

れが、私が初めてバングラデシュ

に到着した最初の印象である。

次に、こうしてバングラデシュの

スタディツアーが始まったわけだ

が､色々なNGO団体の活動を見学

させていただいた。その中でDSK

の印象を簡単に述べてみたい。

　ＤＳＫは、バングラデシュ国内で

活躍しているＮＧＯであるが､特に

水の問題を私自身が考えるよい機

会となった。スラム地区では、汚

水を使用することにより感染症、

下痢で亡くなる子供が後をたたな

い。それゆえ、水の改善が彼たち

の生命と健康を守ると言っても過

言ではない。まずＤＳＫは、スラム

地区できれいな地下水を汲み上げ
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県民のボランティア活勣への参加意識を支えるために

ボランティアアドバイザーって何のこと？

　現在、岡山県社会福祉協議会、

岡山県ボランティアセンターで

は、淑町村社会福祉協議会と協働

し、ボランティアアドバイザー養

成講座『ボランティア・カレッジ』

を県内４ブロックに分け、平成７

年度より実施しています。

　［ボランティア活動に参加した

いけど、なかなかきっかけがな

い］「活動を続けるなかで行き詰

まりを感じてきた」そんなときに

気軽に相談できる人が身近にいた

ら・・匹

　そういった視点で考えられたボ

ランティアアドバイザーとは、ど

のような役割なのかをお知らせし

たいと思います。（参考：全社協

『ボランティアアドバイザーの役

割と養成の進め方』』

ボランティア・アドバイザーとは

　ボランティア活動の基礎的な

知識・技術・資質を身につけて

いただ＜機会を提供するととも

に、ボランティア活動をこれか

ら始めたいといつ万への相談・

支援やボランティア活動のここ

ろ構え・活動のメニュー等のポ

イントについて基本的な説明

（アドバイス）をしてくれる万の

ことです。

平成６年の世論調査｢平成６年６月

／ＮＨＫｒボランティア社会につい

ての世論調査｣)

国民の約６割が機会があればボラン

ティアに参加したい

　　　↓－しかし

実際に活動している市民は各種調査

からも5～10％しかいない

　　　　一参加希望と実際の参加に

　　　↓　大きなギャップがある

環境・体制づくりやきっかけの不

足、友人・仲間の必要性

　　　↓一国民のニーズに対応する

　　　　　には・・・

ボランティアアドバイザーの養成

１

アドバイザーの性格、

機能・役割

　活動の意欲を持つ人に身近なと

ころで相談に応じ、情報提供、ボ･-こ

ランティアセンターとのパイプ役

を果たす

（１）アドバイザーの正確、役割。

　　機能

　アドバイザーの最も特徴的な性

格は、『情報提供や相談を必要と

する人と同じ仲間』であることで

す。

　そして、生活体験、活動を共有

する仲間としての共感・視点に

たって、これから活動をしたい人

や既に活動をしている人に対する

日常的な相談・助言を行い、その

人の自己決定を促すよう側面から

支援します。

　これから活動をしたい人に対し

ては、その人の活動ニーズや動機

をつかみ、その人にあった活動や

実際に活動に入るにはどうしたら

よいか等の相談を受け、情報提供

や助言を行います。

　また、実際に活動につながるよ

う、自らのネットワークを活かし

てコーディネーターや他のグルー

プリーダー、アドバイザーなどの

キーパーソンに紹介したり、ま

た、場合によっては活動に誘い、

きっかけづくり、導入の支援を行
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います。

　既に活動している人に対して

は、活動上生じる様々な精神面で

の悩み・つまづき（マンネリ感、

家族の理解、仕事との両立、活助

士の様々な負担感等々）に関する

相談・助言を行います。

　また、利用者と職員のとの関係

上生じたトラブルで組織上の対応

を要するものなどは、活動先の

コーディネーター等の調整を求め

るようアドバイスします。

（２）ボランティアコーディネー

　　　　ターとの違いと協働1●　　

コーディネーターとアドバイ

ザーとの本質的違いは、アドバイ

ザーはあくまでも「仲間」である

ことに対して、コーディネーター

はボランティアセンター、施設、

企業等の組織･機関における「職」

としての立場にあることです。

　コーディネーターも、当然活動

したい人に対する情報提供や相　　’。

談・助言を行いますが、職が行う

相談・助言と仲間が行う相談・助

言とは、必要としている人にとっ　　フ

ての気軽さ、利用のしやすさ、あ
　　　　　　　　　㎜'･■'-　㎜　■-●-㎜ ＝　〃　‾●　‾〃
'●　

るいは意味や受けとめ方、内容等

におのずから違いがあります。

　コーディネーターは、アドバイ

ザーとの協働により、コーディ

ネーター個人ではカバーできない

幅広い活動領域についての情報や

知識を得ることができ、また、年

代等の違いによる生活感覚や意識

のズレを理めることが可能になる

と考えられます。

（３）ボランティアグループリー

　　ダーとの共通点と相違点､協働

　ボランティアグループリーダー

は　グループ活動のまとめ、活性

化、　新規加入者への助言、　そ

の活動分野の技術的指導等の他、

当然、アドバイザーの役割として

想定しているような活動中の様々

な問題に直面したときの相談・助

言を行っています。

　しかし、他分野の活動に対する

関心、知識、情報、ボランティア

の役割等についての幅広い知識、

様々な人的ネットワークの有無

は、リーダーによって大きな差が

あります。

　特に、初めて活動をする人た

ち、新しい活動の場・グループに

入ってくる人たちは、ちょっとし

た緊張や不安を抱えており、何気

ないことが大きな精神的つまづき

人的な生活の事情の変化等によっ

て､心配事への助言､新たな刺激、

活動内容（場所）の変更等が必要

となります。

　そうした人々への共感や必要な

配慮ができ、また、自らの活動だ

けでなく他分野についての知識や

人的ネットワークを持ち、そのグ

ループの人としてだけではない視

野にたって気軽に相談できる人が

仲間のなかにいることが必要と

なっています。

２．アドバイザーの研修

今年度は、全５回の養成講座を

となったり、また、長く活動をし　　行っており、あと最終講座（12月

ている人であっても当初の目的の　　13～14日）を残すのみとなりまし

喪失、グループ内での人間関係の　　たが、約200名の参加者が受講し

変化、自分白身の興味の変化、個　　ています。

　　　　　　平成９年度ボランティアアドバイザー養成講座

ii　　　　　　rボランティア･一力しッジ』（全５回）

。＊対象者一学校一企業・労組・福祉施設・福祉団体・病院・行政等のボ

　　ランティア活動推進の担当者及びボランティア等

　　各地域における定年退職された方やシニア層のボランティア等

　＊講座内容（概要）

ぐ第１回講座「ボランティアってなんだろう？」

・第２回講座『地域ニーズとボランティア』

:y第３回講座『やってみよう、ボランティア！』

＝第４回講座『受けとめてみよう、ボランティア』

　第５回講座『ボランティア活動の広がりを求めて』（県内合同開催）

ザ　午前　講演『ボランティア活動の広がりと深まりを求めて』

＝　午後　実践発表（１）『ボランティアとの連携について』

　　　　　実践発表（２）『ボランティアセンターとの連携について』

　　　　　グループ討議（１）『ボランティアコーディネーターとボラン

　　　　　　　　　　　　　　　ティアアドバイザーについて』

　　午前　グループ討議（２）『ボランティアセンター（社会資源）の利

り　　　　　　　　　　　　　　用について考える』

＝　午後　全体会『これまでの学習のまとめと今後の活動に向けて』

＝　まとめ『全休会のまとめと今後の活動に向けて』

■問い合わせ先 岡山県社会福祉協議会（岡山県ボランティアセンター）

干ｱ00　岡山市石関町2-1　県総合福祉会館6F

TEL 086-226-3511　FAX 086-227-3566

ﾒ1jW£)/L/a。�j997.j2　37



　　連載◆岡山県加茂川町の試み＜２＞

川日出出目目口目口|川日日日川川日川口日日日川日日日川日川川日日皿川日

日本－のハ～トの町をめざして

３ 加茂川町における

国際貢献

《国際貢献までの一般的経緯》

　そもそも国際貢献のルーツは地

域づくりを源とするものでありま

す。地域づくりから国際貢献まで

の経過をたどると、次のようにな

ります。

　　　援助を受けた復興

　　　　　　　↓

　我が国の社会的・経済的

　　　　発展と安定

　　　　　　　↓

　画一した地域づくりから

特色ある地域づくりへの移行

　　　　　　　↓

　　　地域間競争の激化

　　　　　　　↓

　　　地域資源のみでの

　　　特色づくりの限界

　　　　　　　↓

　　地域間交流の必要性

　　　　　　　↓

　　　国際交流への発展

　　　　　　　↓

　　　国際理解の進展

　　　　　　　↓

　　　国際貢献の必要性

《加茂川町における国際理解施

策の基盤》

　加茂川町においては、他の地域

と同様特色ある地域づくりが当面

の最も重要な施策として推進して

来ました。行政においても、機構

改革等を行い公聴広報活動などの

充実につとめ、行政も内外の情報

の接点として交流の基盤づくりを

行いました。また、［日本一の町づ

くり］をテーマに揚げ、10年先、

20年先、あるいは50年・100年先

を目指した地域づくりを進め、こ

38　A財政4jnmα//997./2
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れらを含め、「ふるさとに出会え

るまち・加茂川」を将来像に加茂

川第２次総合振興計画を策定した

ところであります。

　こうした中、平成４年には県下

市町村に先駆け、ニュージーラン

ド出身の国際交流員を採用。以

後、アメリカ合衆国、アイルラン

ドからの国際交流員を順次招聘し

草の根交流の推進に努めるととも

に、諸外国を訪問しその実態や国

際交流・貢献の方向性を研修しま

した。

　また、加茂川町における国際化

推進施策をきちんと位置付けるた

め、平成6年4月から「加茂川町国

際化の推進に関する条例（平成６

年条例第7号）」を施行するととも

に、町民による国際化推進組織

KIO（kamogawa lnternational

Organization）を組織し、交流・貢

献の研修を進めています。

　これらを通じ、豊かな国の反省

点、貧しいながら一生懸命生きる

ひたむきな生活。外から見た我が

国の姿。これらの体験は、マスメ

ディアのみでは体験しがたい貢重

な現状を知ることができました。

いずれも、行政においては中・長

期的に明確な位置付けと交流の成

熟というステップの中で基盤づく

りを行ってきたところでありま

す。これらの国々を含め開発途上

の国と言われる国々は、医療や教

育の不足のみならず、水道もなけ

ればその技術もなく、建築技術も

保健衛生も環境衛生も日常の生活

全般にわたる質的向上が望まれる

実態がわかりました。

　荒廃の中からいろいろな援助を

受け、飽食と言われる生活をも経

験した我々がその恩恵に対し、そ

れらの国々に少しでもお返しをす

るのは人道士至極当然のニとであ

りましょう。

　貢献は思いやりの心を育てる、ｙ

人間本来の柔らかな分野でありま

す。恵みり･えるというのではな

く、共存を図り相互の発展に尽く

すという基本理念のもとに展開さ

れるもので、貢献から新たな交流

への発展にもつながり、ひいては

地域活性化の原点につながること

にもなるものなのです。

《加茂川町における国際貢献の

考え方》

　このように今、国際貢献は地域

の時代といわれています。また、

交流から貢献へと流れは着実に進　。

んでいます。自治体がなぜ国際貢

献を…との論議はほとんどされて

いないところでありますが、これ

からの国際貢献は、官民一体の活

動が必要なことは誰もが感じてい

ることであります。このことは、

今までの支援活動は医療は医療の

み、あるいは物資の援助などが個

別に各々の分野で行われ、援助効

果が必ずしも期待された通りでな

く、片手落ちになりがちであった

ことへの反省であり、これからの

活動に対する提言でもあります。

　すなわち、これからの国際貢献

は総合的な技術や助言を必要と

し、例えば自然災害による緊急時
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　　には医療はもとより、水道、保健

　　衛生、環境衛生、上木、統計等々

　　のノウハウを必要とし、それらが

　　一体となってこそ､ＮＧＯの役割が

　　100％発揮できるわけです。そう

　　考えると地方自治体が国際貢献に

‘●関与することは必然的であり、む

　　しろ今まで閉鎖的であった事のは

　　うが不思議なくらいであります。

　　また、行政機能の総合性からし

　　て、行政のノウハウのほうが多い

　　のではないかとも思われます。こ

のように考えれば、

自治体が国際貢献の

コンサルタントとし

てまた協力者として

NGOと連携するこ

とは難しいことでは

ありません。

　当町においては、

バングラデシュやソマリア等の視

察において、国際貢献の一端を経

験して来ましたが、これを一過性

のものとせず、継続することに

よって有形無形を問わず必ず行政

に生きて行くものと考えられま

す。また、こうした活動は、今後

の福祉行政や町おこしに少なから

と考えます。

　　　　　《まとめ》

　以上をまとめると

（１）かつて受けた援助に対する

　貢献は、当然の行為である。

（２）国際貢献は総合的な体制で

　行うことが最も効果的である。

（３）行政のノウハウの総合性を生

　かしかかわって行くことは、国

　際貢献の総合効果の発揮に最も

　必要である。

（４）国際貢献は、豊かなヒューマ

　ニズムあふれる地域特性を生か

　した特色ある地域づくりにつな

　がる。

ず好影響をもたらすものと思いま　（５）新しい時代の、地域福祉行政

す。「今まで例がないから…しな　　　の指針ともなる。

さい」ではなく、例がないから一　（６）交流と貢献の深さは、その地

歩を踏み出すことの勇気が必要か　　　域の活性化レペルの尺度である

ＢＯＢＳＯＮ

株式会社ボブソン

本社岡山市平野ｱ88 ・TEL086-292-0166
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　　　　Ｑ　　　　　　　　　外で感じる「日本」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆
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　栃木もだんだん寒くなってき

ました。北の方から初雪、初氷

の便りが聞こえてきます｡キャ

ンパスの木々も葉を落とし始め

ています。

　今年は、９月に韓国とインド

ネシア､11月にミャンマーと海

外出張が続き、準備にばたばた

しています｡特に心がけてはい

ないのですが、私の旅行は

いつも「ぎりぎりだが何と･,。

か間に合う」。これまでに、

何度冷や汁をかいたことで

しようか。

　さて、パスポート片手に

出国審査を抜け、「ふぁ～」

とあくびを１つして、おも

むろに待合い室の椅子に腰

をかけ、周りの人々をじろ

じろ観察するのが、密かな

私の楽しみです。そこは○○国

でもＯ○国でもない

internationa1な世界。様々な髪

の色、様々な目の色、世界の民

族衣装が行き交い、聞き慣れな

い言葉がかわされています。

「Excuse me､ where are you

from?」［I’mfrom Japan.］日本

人であることを実感し、どきど

きしながら相手の反応をうかが

う一瞬です。

　［Oh､you are Japanese!］その

人はにっこりほほえんでくれま

4（）y4MZM血。,1�j997.j2

した。ああ、よかった！

　私が学生だった頃、アジアでは

反目運動が盛り上がっていまし

た。アジア医学生国際会議でアジ

アの医学生かちから「日本製品の

輸出のおかげでわが国の経済が打

撃を受け、貧しい人々がますます

貧しくなっている。日本人として

どう思っているのか？」と何度詰

　　1997年防災訓練にて　右端が筆者

問されたことでしょう。そのころ

はアジアに関する情報も少なく、

意識して情報収集していたわけで

もなかった、私はわけもわからず

曖昧に微笑み、相手はあきれたよ

うな顔でそっぽを向いてしまうの

でした。もう一つ、私を困らせた

のは「日本では××はどうなって

いますか？」という日本について

尋ねる質問の数々でした。その時

まで自分が日本人だという意識が

あまりなかった払は、好むと好ま

ざるとにかかわらず、外では日本

人として見られるのだ、国際人

をめざすなら、まず、日本人の

back groundをしっかり囚めなけ

れば、と強く感じたのでした。

　その時からすでに20年近くが

過ぎようとしています。今では

日本とアジアの国々の経済格差

も少なくなり、日本で手に入る

アジアの情報も格段に多くなり

ました｡私白身､ＡＭＤＡの

活動などを通じて､財界中

にたくさんの友人ができ

ました。昔のように「日本

人」と眉をひそめられるこ

とも減ったようです。で

も、残念なことに、日本人

は、けっこう日立ちます。

外ではあまり見かけない

のに､観光地では集団で歩

いていて､おみやげ売場で

は山のように買い込み、値切っ

ている…ときどき、日本人がお

金持ちだから、親切にしてくれ

ているだけで、対等に扱ってく

れていないのではないか？と不

安になることがあります。日本

という国を一人でも多くの人が

好きになってくれるといいな、

と外国に出るとお行儀良くなっ

てしまう私は、帰国手続きが終

わると、肩の重荷が降りたよう

で何となくほっとするのです。

-
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◆センター東京　　〒160　東京都新宿区歌舞伎町郵便局留

　　　　　　　　　　TEL　相談　03-5285-8088事務　03-5285-8086

　　　　　　　　　　FAX.03-5285-8087

　　・対応言語/時間

　　　　　　英語、中国語、スペイン語、韓国語、タイ語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月～金　9:00～17:00

　　　　　　ポルトガル語　　　　　　　　　　　月水金　9:00～17:00

　　　　　　ピリピノ語　　　　　　　　　　　　　水　　　9:00～17:00

　　　　　　ペルシャ語　　　　　　　　　　　　月　　　9:00～17:00

◆センター関西 〒556　大阪市浪速区浪速郵便局留

TEL.06-636-2333　FAX.06-636-2340

・対応言語/時間

　　　　英語、スペイン語

　　　　ポルトガル語

　　　　　　　中国語

　　月～金　9:O(ト17:00

　　火　　13:00～16:00

　　月～金

(時間はお問い合わせ下さい)

ホームベージアドレス　　http://www.sk.3web.netp/~amdack/

エイズプロジェクト開始から１ヶ月半

　エイズ予防財団の研究者耀へい事業を利用してクイズ看護婦のプラパポンさんが活動を始めてブケ刀≠か週

ぎました。10月15日現在の活動客植は派遣２回、面談１回、電話通訳７件、電話相談12件です。今後、ダ

イス女性が働ぐ会社での健康相談と諸/淀のソーシャルワーカーの業まもﾉで話をする予定がλっています。

　これまでの活動を振しﾉ返ってプラパポンさん/こ感想を聞きました。

　日本に来てからもう１ヶ月半になります｡私の仕事はタイ人エイズ患者からの電話相談とＨⅣカウンセリングで。。

すが、相談者からタイ語を話すことができて嬉しいと言われました。私は、AIDSという病気は人には占いにくい

ことだと思います。もし母国語で話を聞いてくれる人がいれば、とても心強いでしょうし、言いたいことも言える

のではないかと思います。　‘

　HI‾Vの電話相談を始めてから、色々なところから電話がかかってきています｡相談電話に出るときいつも、相談

者には「あなたが言うことは秘密にしますから安心して下さい｡」と言っています。相談者から信用されて、ＨⅣ

以外のことで相談を受けたこともありました。時々、「友達にここで相談できることを紹介します」と言われます。

　入院の患者さんを訪ねて病院にも行きました｡タイ語で話すことがで

きて嬉しそうにニコニコしている患者さんの顔が見られます｡でも患者

は自分の病気を心配することが多いでしょう。治療費のこと、治療期間

のことなどで悩んでいます。そして、とても嬉しかったのは病院で通訳

した患者さんが帰国後､国際電話をかけてきてくれたことです｡本人も

｢頑張る｣と私に言いました。その患者の強い意志に感心し、私ももっ

と頑張らなければならないと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(プラパポン・ヨスコン)

　　　このプロジェクトは12月迄の予定です。クイズ悪者さんとの

　　　コミュニケーションでお困らﾉの方/まご一報下さい。
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　　　　好評発売中

お問い合わせ、お申し込みはお近

＜のAMDA国際医療情報センター

まで。
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センター東京　1997年度上期　相談傾向

０

岐阜、大阪、

三重、福島なと･

１００

栃木

1.3％

長野

1.6％

雌者居住地域

相談内容傾向（複数回答）

四１

言葉の通じる医療機関の紹介

７００ ８００ 件
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　　　センター東京　1997年度上半期国別相談件数

1997年上期に相談のあった国籍を多い順に並べました。開設は1991年4月

Apr-9７ Ｍａｙ-９７ Ｊｕｎ-９７ Jul-97 Au9-9７ Ｓｅｐ-９７ ９7年度/上半期 1991-1997/上

ブラジル

　U.S.A

　日本

　ペルー

　タイ

６２

３６

１７

２２

１６

５８

２６

２２

１６

１４

７６

２４

２９

２３

１Ｂ

９９

２４

１８

２２

１９

Ｂ５

２８

２０

１９

　５

ｱ９

１５

２９

２０

２７

４５９

１５３

１３５

１２２

　９９

２４１０

１９０３

　９１６

１３５２

　４５２

　中国

フィリピン

　英国

　韓国

　カナダ

１６

１０

　５

　６

　４

１３

　９

　８

　９

　５

１３

１４

１１

１０

　４

１５

３０

　８

１３

　７

１９

１５

１０

　５

　７

２０

１０

１１

　２

　６

96

88

53

45

33

１１７0

　891

　411

　3７８

　３０７

　　イラン

オーストラリア

　　インド

　コロンビア

　アルゼンチン

２

６

３

２

１

５

３

３

３

８

６

２

２

１

３

５

６

４

２

１０

　１

　３

　４

４

４

１

１

３２

２２

１６

１３

１２

５８１

２６４

１１８

１０４

　８３

　スリランカ

　　　ドイツ

バングラデシュ

　　メキシコ

ニュージーランド

２

２

１

１

１

２

１

２

１

２

２

５

２

５

３

２

１

２

２

３

１

２

１１

１０

　８

　８

　８

１０８

　８５

１６５

　４７

　５７

パキスタン

　フランス

　ボリビア

　ミャンマー

インドネシア

２

１

１

１

１

１

３

１

２

２

１

１

２

２

１

１

３

２

１

７

７

７

４

４

１０３

　７７

　７０

　７７

　２８

ネパール

　チリ

　台湾

　香港

ベトナム

２

２

１

１

１

２

１

１

２

１

１ １

１

４

４

３

３

３

６０

１３

９３

２４

１９

　スペイン

　　スイス

スウェーデン

　　ロシア

　イスラエル

２

１

１

１

２

１

１

１

２

２

１

３

３

３

３

３

４５

□

１８

２０

３５

　イタリア

　ベルギー

ポーランド

パラグアイ

　ケニア

１

１

１

１

１

２

１

２

２

２

２

２

２

２１

　５

１４

１０

　３

　モンゴル

　マレーシア

　カンボジア

アイルランド

　オランダ

１

１

１

１

１

！

１

１

１

１

　３

４７

　３

３１

１５

オーストリア

フィンランド

ポルトガル

　ドミニ力

　パナマ

１

１

１

１

１ １

１

１

１

１

５

８

ア

４

４

　　ベネズエラ

パプアニューギニア

　　　カーナ

　　ナイジェリア

　　カメルーン

０

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

　３

　２

４６

５９

　４

　スーダン

南アフリカ

　ギニア

　コンゴ

　ジブテ

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

４

２

２

１

１

　シリア

その他の国

　不　明 ３７ ５９ ４８ ア１ ６１

　１

７４

　　1

350

　１３４

２４４８

合　計 266 27６ 304 372 ３１Ｂ ３２９ １８６５ 1538７

44ﾒUfZM7a。�/997.j2

z･ぐー

r｀

㎜



●

●

センター関西　1996年度下期　相談受付状況

他機関からの相談内容（複数回答）

件数

活動内容

医療・病気について

言葉の問題

医療機関紹介

取材

出版物

その他

1997.4～1997.9

150

言葉の通じる医療機関の紹介　204

250200

合計　１０３件

L
/
‘
）
（
X
:
）
（
r
N
）

y1ﾙf£Mお,。,�/99Z/2　45

45

(
7
h
･
‐

つ
’
）

開設からの相談件数累計（1993年12月～1997年９月）　3,623ｲ牛

匹
　　燦ふ声誉

門戸八

　奈ご

相談内容別件数（複数回答）

０

他機関からの相談件数

公的機関

NGO

医療機関

企業

マスコミ

国際交流協会

教育機関

その他

１７

１４

Q
L
n
m

　
　
　
　
　
　
１

１１

　６

１７

50

1997.4～1997.9

100

1997.4～1997.9

合計　89件
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　　　●　●　　　　・回=ｉａ，　ｉ

以ﾄﾞの方々にご協力いただいています。ありがとうございます。（順不同敬称賂、除く会員、９月末現在）

プ斤］
個人　北　英治、杉原賢治、小林米幸、杉村みち子、斎藤泰ｆ、丹　邦子、山田博昭、西中満寿子、岩井くに、

人沢ミヨ、森明男、相馬久八清水茂美、ジャムシディ　ジャムシッド、ミうー　エリザペス、瀬戸幸子、加藤豊子、

山名克巳、八市橋美喜、乙幡和雄・義子、松井恵子、牧野節１、坂田炎、佐藤光子、竹内七郎、海野尚久、刈野貞、

奥山縦組、＃1ﾕ美由紀、岩淵ﾆF利、犬多和清美、秋田笑乃枝、浜京子、松木豊、佐藤昌子、

ジル　シ≒ｲ］ﾌﾞｿﾝ、松井隠、岡島隆子、鶴田光子･、富岡宏乃、新倉美佐子、平井敬一

団体　三井物産（株）、第一一電工（株）、晃華学園暁星幼稚園、山田皮膚科医院、田宮クリニック産科・婦人科、

オカダ外科医院、高橋クリニック、小林国際クリニック募金箱、黒沢クリニック、耳鼻咽喉科早川医院、

いずみの会、サンタマリアスクール、（有）フうワーオート、東京聖マリヤ教会、三光教会、聖パウロ教会、

東京聖テモテ教会、東京聖十字教会、聖アンデレ教会、葛飾茨十字教会、聖ルカ礼拝堂、八王子復活教会、

池袋聖公会、日本聖公会東京教区、興和新薬（株）、三共（株）・グラクソ三共（株）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［お名前を掲載しない方　1］名）

｢半()
　　大阪府国際交流財団（国際交流り一ディング事業）、

うイオンズクうブ　チャリティーファンド（両親学級のため）

ご寄付のお願い　当センターは寄付などにより運営されています。おいくらからでも結構です。

　　　　　　　　ご支援よろしくお願い申し「」ずます。

会員募集　精神的、経済的に援助してドさる会員の方を募集しております。

　　芸センターはＡＭＤＡ（本部岡山）とは会計が別のため、独立した会員制度を設けております。

　　｡4MZ）･4茎叙の愛�でばございまｾﾞ･λので、お間違えのないようお願いいたします。

　　会費：個人会員　１口　6､000円　／　団体会員1［］20､000円

　　　　学生会員（高校、大学、専門学校生）　１口　2､000円

　　　　ｼ≒ﾆｱ会員（中学生以‾ﾄﾞ）　　　　　　Ｉ口　1､000円

　　４月より翌年３月までの１年間とする。何口でもけっこうです。

広告募集　年間12万円

　　以上詳細はセンター東京（03-5285-8086）までお問い合わせ下さい。ご協力をお待ちしております。

郵便振替ｔ００１８０－２－↓６５０３　加入者名：ＡＭＤＡ国際医療情報センター

銀行口座（広告料のみ。）:さくら銀行　桜新町支店　普通５３８５７１６

　　　　　　　　　　　　口座名：ＡＭＤＡ国際医療情報センター　所長　小林米幸

ＡＭＤＡ国際医療情報センター　連絡先

センター東京:〒160　新宿区新宿歌舞伎町郵便局留　TEL 03-5285-8086　FAX 03-5285-8087

センター関西:〒556　大阪市浪速区浪速郵便局留　　TEL 06-636-2333　FAX 06-636-2340

センター五反田オフィス:〒141　品川区東五反田!-10-7アイオス五反田ビル506

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL 03-3440-9073　FAX 03-3440-9087

　　　　　　東京へのお問い合わせ、発送物はセンター東京（新宿）へお願いいたします。

ｊＭＺ)ﾒL/,J,j。｡/j997./2　47
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〒102　東京都千代田区紀尾井町3-12

　　　　　　　　　　　紀尾井町ビル

　　　　TEL　03-3238-2700（ｲ戈表）

　産婦人科　　　心療内科

OB / GYN / PYCHOTHERAPY

伊勢佐木クリニック
　ISEZAKI WOMANAfS CLINIC

〒231横浜市中区伊勢佐木町3,107

　　　　Kビル伊勢佐木２階

　　　　TEL 045-251 -8622

内科・理学診療科

福川内科
クリニック
　　　　東成区東小橋3-18-3

　　　　(住友銀行鶴橋支店前)

ボングービル4 F　TEL 974-2338

　　　　　内科（老人科）・理学診療科

医療法人社団　慶成会

霜慶友病院
〒198東京都青梅市大門1-681番地

●人に辻問ぃ合せ－IEL 0428-24-3020 （代表）

　　　　　院長　人　塚　宣　夫

循環器科・内科・心臓血管外科

ＪＬ　医療法人社団0北光循環器病院

　　理事長　太　田　茂　樹

　　　〒065札幌市東区北27条東８丁目

TEL 01 1 -722-1 1 33 FAX01 1 -722-0501

ｅ 大鵬薬品工業株式会社

〒101東京都千代田区神田錦町1-27

フラワーオー/ヽ

FLOWEl'Ｒ ＡＵＴＯ
　　　　　日本全国引取り納車ＯＫ

　新車中古車販売・車検・修理・板金・保険

　自動車のことならお気軽に、御相談下さい。

神奈川県藤沢市片瀬376　TEL 0466-26-7744

外科　整形外科　形成外科　脳神経外科

肛門科　内科　泌尿器科

曙i
医療法人　慶　泉　会

町谷原病院
〒194東京都町田市小川1523

　　　TEL　0427-95-1668

16ｹ回心｢歯科診察補助表｣

　英語、スペイン諸、ポル1ヽガル諸、中国語、韓国語、

　ペルシャ語、タイ語、ラオス諸、カンボジア語、

　ベトナム語、ベンガル語、フィリピン語、ロシア諸、

　フランス語、インドネシア語、マレー語

　外国λが安心いr歯科にｶ'かれるための対訳麦です。

1■￥5.000（税別）お申し込みはセンター東肩まで

μ:たのために肖'哺∂f7

2遠洋

､．　　　　　　　　　　濾意志大廟1響日原IS･IS
ＴＥＬ０８６-４４８-６０１１
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内科　　消化器科　　整形外科　　神経内科

精;科

，　

理;::で↓

土団永生会

③）

?

｡

熹生病院

774床

　〒193

T

raW;Wj7諧83‾15

有限会社　都
４、

Ｚ写･

サリー薬局

エリー薬局

マリー薬局

十字路薬局

セリー薬局

アミー薬局

マオー薬局

医療法人社団三好耳鼻咽喉科

クリニック

　院長　三好　　彰
〒981-31仙台市東区東中央1-23-6

TEL　0 2

FAX 0 2

２

２

〒214川崎市多摩区宿河原2-31-3　�044-933-0207

〒214川崎市多摩区菅6-13-4　　　�044-945-7007

〒214川崎市多摩区南生田7-20-2　�044-900-2170

〒211川崎市中原区小杉御殿町2-96�044-722-1156

〒216川崎市宮前区有馬5-18-22　　�044-854-9131

〒242大和市西鶴間3-5-6-114　　　�0462-64-9381

〒242大和市中央5-4-24　　　　　�0462-63-1611

4･消化器科・外科・小児科４

みなよい　みよしさん
３７４－３４４３

３７８－３８８６

ふ

ぽ
く
は
、

シ
オ
ナ
メ
ナ
・
サ
イ

お
手
本
は
、

自
然
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

j｣ぐ‥jJ･|りﾘ､=……9j………､.･j､一一J･5･､、l囃圖●|

小林国際クリ井ﾒｿ＼ｸ

Kobayashi lntemationa1 Clinic

　　　　　　　小林國際医院

診療時間：平　日　　月曜日～金曜日

　　　　　　　　　　土曜日

9:15～12:00/14:00～17 : 00

9:15～13:00

休診日　　水曜日、日曜日、祝祭日

ll･　0462-63-1380

　神奈川県大和市西他間3-5-6-110

小田急汪ノ良縁・他聞駅下車徒歩４分

/WZλ4./a,･u/ﾉ997.12　49



(亘Ｅ)
　ＡＭＤＡ神奈川支部発足

　　　　　　　代表　小林　米幸

　10月25目（上）、大和市勤労福祉会

館にて非会員を含め20名の参加の下

ＡＭＤＡ神奈川支部が発足いたしまし

た。国内支部としては沖縄支部につい

で二番目の支部となります。現在、神

奈川県内の会員数は約70名であり、よ

り地域に密着した草の根やの活動を展

開することによりAMDAを支持してく

ださる人々のすそ野をひろげ、神奈川

県におけるNGOのさらなる発展の一

助になればと考えております。役員、

連絡先は下記の通りです。

AMDA神奈川支部役員（敬称略）

代　表　　　小林米幸

副代表　　　松本哲雄（県東部）

　　　　　　　中沢由汪（県丙部）

　　　　　　　熊木由美（県央）

会　　計　　岩淵満江

会計監査　　大西誠一郎

　　　　　　　有川　格

連絡先　郵便番号　242

　神奈川県大和市西嶋間3-5-6-110

　医療法人社団小林国際クリニック内

　電話　0462-63-1380

　FAX　0462-63-0919

　　　　　-ご案内一一-

Ｉ第15回AMDA国際医療協力研究会

・テーマ「貧困と健康」

　ゾブチ報告プロジェクト報告

　難民キャンプ医療支援・産婦人科技術協力

・講演者　林　やよい

　　　（AMDAゾンデプロジェクト調整員）

・日時1997年12月18日（木）18:30～20:30

●ナイロビオフィス

赴任・新任職員の紹介

　この10川よりケニアナイロビのアフリカ地域事務所所長として本部事業推進局

の林信秀が赴任いたしました。彼の着任でアフリカ地域事務所はアフリカ地域で

のプロジェクトを、より現地で強力にサポートすることになるでしょう。これに

ともない、９月より岡安利治が本部事務局アフリカ担当とし

て赴任いたしましたので､以下に自己紹介していただきます。

●本部
ANIDA事業推進局

プロゲラムマネージャー

　？いもので､岡山に来て､２ヵ月にな

ります。手口変わらず岡山市内に何かど

こにあるかわからないのですが、毎日

紅葉に色づいた菅波内科医院の裏にそ

びえる小高い山々を見ながら、この辺

もいいところだ

なと思いつつ、

自転車で５分の

通勤時間を楽し

んでいます。そ

して本部事務所

に入るのです

が、自分の机に

たまる書類、次から次に来る今日明日

中にやってくれという仕事に毎日『今

日も仕事が終わらなかった｡』と午前０

時頃に自宅に掃っていくのが日課に

なってきました。

　ＡＭＤＡに来る前は、フランスに４年

ほど滞在していまして、前半はツー

ル・ド・フランスにあこがれ、自転車

ロードレースをやっておりました。毎

週、100kmのレースを２つ３つこなし

て、500～600kmを走っておりました。

稼ぐ賞金は生活費においつかず、チー

ムメイトのフランスチャンピオンもプ

ロヘの道をあきらめ、私も自分の眼界

を感じ、この生活にきりをつけ、再び

勉強しようと大学を探し始めました。

岡安　利治

そんなわけで、

エクサンプロ

㎜

ヴァンス大学で政治思想史・法制史の

博士前期号を収ったのですが、フラン

ス公法史や政治思想の授業に苦しみつ

つ、試験には、丸暗記作戦で臨み、よ1r｀‾j

くも試験に通ったものだといまだに

思っています。あのころの論文制作や

試験勉強は、もう２度とやりたくない

と思い返しています｡1つには、自分の

興味に合わなかったのと、頭まで、筋

肉になってしまった思考回路を回復す

るのに時間がかかったからでしょう。

そして白分のやりたい事を学ぼうと同

じ大学院にあった人道振動学科を出て、

ジュネーブ国連欧州本部でインターン

をやり、日本帰国後、菅波代表に出会

いました。

　現在の仕事は、自分の専門に近いも

のであり、興味深いのですが、何分不

慣れなため、とまどう毎日です。しか『

し、この仕事についたおかげで、ボラ

ンティアの方から、普段お会いできな

い方まで様々な人々に合うことができ、

いい経験をさせていただいているなと

思っています。今後ともよろしくお願

いします。もし自転車競技に興味があ

る方いましたら、気軒に声をかけてく

ださい。

・場所　アイオス五反田ピル　２階会議室　　＜お詫びと訂正＞11Jj号裏表紙ウラ（日進ゴムの広告）の中で、教育シューズ専用TELと

・参加費　500円　　　・主催　AMDA　　　　　　　　　　　　FAX番弓が入れ替わっている等、２ケ所に誤りがありました。お詫びして

・連絡先　AMDA東京オフィス　　　　　　　　　　　　　　　　訂正します。

　TEL 03-3440-9073　FAX 03-5798-7133　　　　・ 保険・体育→保健一体育　　・教育シューズ専用TEL〔〕86-252-4381　FAX086-254-8595

-¶

ご入会、会費、ご寄付、その他ご購入のための振込は、本誌とし込みの郵便振替用紙をご使用になるか、

下記口座をご利用下さい。いずれも振込目的を明記して下さい。

■中国銀行一宮支店（普通）

・第一勧業銀行岡山支店（普通）

口座番号１２７２０１１　口座名AMDA

口座番号１８１６９４７　口座名AMDA

ＡＭＤＡホームベージ

AMDAlnternet Station

http://www.amda.or.jp
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　　昨年もご好評をいただきました『AMDAカレ

　　ンダー1998年版』が出来上がりました。

　　今年は写真家の山本将文さんがＡＭＤＡの

　フィールドを訪れて、世界の子ども達の“今”

　をとらえています｡被災地で､難民キャンプで、

　力強く生きる子ども遠の輝きを皆様のお手元に

　お届けいたします。

　　　ご希望の方は、下記の代金分の郵便小為替を

　添えてAMDA本部までお送り下さい。
･
一一

■送付先:〒701-12　岡山市価津310-1

　AMDA本部まで　TEL 086-284-7730

●定価:1,000円（消費税込）

　＊ただし多数ご注文いただきました

　　場合は一冊の料金を以下のとおり

　　割引致します。

　　　10部以上　900円

　　　50部以上　800円

　　　100部以上　700円

●送　料：

　１部　270円　　　　２部　390円

　　　　３～４部　着払いでお送りいたします。
(や　　＊５部以上で同一住所の場合は

　　ＡＭＤＡ負担

＊サイズ：縦　64cm横-34cm

■AMDA

テレホンカード

　゜Vy

(

yU);数)

　300円が収益と

　なります
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一

旅の情報発信基地、Ｔｉ Ｓから世界へ。

※掲載Photoは全てイメージになります

TiS岡山　�(086)223-2030

TiS倉敷　�(086)422-0100

TiS新倉敷　　a(o86)522-1471

TiS福山　�(0849)21-2258

岡山団体旅行ｾﾝﾀｰ�(086)223-2031

航空券･ﾎﾃﾙ券等の販売も承っております。

旅･感動フロンティア

辱
　膚ｶ･611jぷ､･£･はずむ旅。ウエンＸ

　置屋蘆顔舞Ｈ圖匯丿四
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　　JR西日本

Jiak　〃〃-皿　　　｀?
蓼噸ry

当社､国内オリジナルブランドウェンズ､海外オリジ

ナルブランドウェンズワールドなど､お客様の目的に

合わせて国内海外を問わす幅広く取り揃えております。



●

健康をテーマに､独創的な製品をCreateする。
1921年､犬塚製薬は生まれました｡以来､広く人々の健康に役立つ製品をつくってきました。

時が流れて､人々の生活意識も大きく変わりましたが､常に健康についての新しいテーゼを社会に提案しています｡犬塚は介､人々の多様化、

高品質化した要望に応えられる製品ﾗｲﾝを揃えています｡そのコンセプトは､“健康”をテーマにした独創的な製品づくり

それは恭礎研究のあり方から始まります｡徳島研究所を核に国内･海外にサテラ府研究所を擁し､少数精鋭の各研究所では、

独自の視野を持って研究開発に取り組んでいるのです｡この一貫した姿勢は､未来へ向けて着実に歩みを進めています。

　ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾉCｦﾝｽ荒屋度からだに必要な5大栄養素をバランス良く

　　　　　　　　　　　　　　　配合｡忙しいとき､普通の食事が摂れない
力○ﾘづ･ｲﾄ時などにどうぞ｡ハンディな固形タイプと

　　　　　　　　　　　　　　　からだにやさしい流動ﾀｲﾌﾟの2種。

　　.'1ｺj,･..
ﾉ画i

l:ご

j3711

ベータカロチン含有飲料

大塚製薬株式会社岡山出張所
〒700岡山市下中野402-4

TEL(086)244-4400 FAX(086)244-1233

ｲ7≡ニスヲス

　ファイブミニプラスは､私達の食生活で

　不足しがちな緑黄色野菜に多く含まれる

　ベータカロチン､ビタミンＣ､ビタミンE

　と食物繊維を含有したおいしい飲料です。

　気軽にお飲みいただくことにより､いつ

　の問にか緑黄色野菜をたっぷり摂ったと

　同じ位の栄養成分が摂取できます。
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建築寧といっしょに家づくり
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●

http://www.Pnc.o｢.iP/yumeZ

ゆめ建つONLINE

Client : 株式会社夢建人

大阪に本社を置く総合建築会社のホーム

ページ｡建築現場の施工状況の写真を毎

日このページを通じてお客様に配付。

●

h即z//www･pnc,o｢,ipZoliveﾉ

オリーブONLINE

Client : 日本オリーブ株式会社

牛窓にあるオリーブオイルのメーカーによる，

カタログショッピングのためのホームページ。

売上金の一部をＡＭＤＡ(アジア医師連絡

協議会)に寄付。

●

11ffPj//www･pnc.o｢.ipﾉyoshiur。Z

Yoshiura Recruiting

lnfomation

Client : 吉浦牧場

リクルーティングを目的に開設されたホーム

ページ｡牧場での仕事を多角度から紹介し

ています。

●

http://www.ps.or.jp/smUe7

すまいるONLINE

Client : 船穂町社会福祉協�会

船穂町に暮らす高齢者の方々の創作活動

やサークル活動を紹介しながら､高齢化社

会に向けたｲﾝﾀｰﾈｯﾄの利用を各種実験中。

●
h即z//www.Pnc.･r.IP/o(5/

あなたにつながる世界のために
Client:岡山中央システムズ株式会社

岡ll]のソフトウェア会社のホームページ｡自

社開発のソフトウェア製品の特徴､仕様を

紹介。

pnC

intemet officialserver

呼吸するインターネット。

　　　　　　　　インターネットは、

　　　日々動き､進化する､巨大なメディアです。

しかし一方､情報の質､コミュニケーションの在り方を

　厳しく問われる､かつてないメディアでもあります。

　　生きたインターネットを､活かしていくために。

　　　ソリューションは､PNCサーバーです。

　ポートベロネットワークセンター

ServerAdministr�o｢:masler＠pnc.o｢.｣p

Home P【】ge【】dress: http://www.pnc.or.jp/

　　　　　ＰＯＲＴ日ＥＬＬＯＷＩＮＣ

　　　　　　　株式会社ポーﾄベ口

Ｏｆｆｉｃｅ：岡山市大元上町14-29　〒700-0925

　　　　phone 086-245-9332 facsimile 086-245-9335

E-m[]ilodress　　　: inio＠portbellow.co.jp

Home P【】ge[]dress : http://www.portbellow.co.jp/
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　　ｋ生､60麦かもが新組焦
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ＰＮＣサーバーが

価値あるインターネット環境を提供します。

PNCサーバーは､インターネットというグローバルな情報網を､企

業がより有効に活用するための環境確保のために設置された

サーバーです。インターネットご利用に関するさまざまなご要望

にお応えします。資料をご用意しております。お気軽にお問い合

わせください。


